
 

資料－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台港バイオマスパワー発電所建設計画に係る 

工事計画の変更及び環境影響の再予測評価結果について 

 

〔報 告〕 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年７月 

仙台港バイオマスパワー合同会社 
  



 

はじめに 

 

 仙台港バイオマスパワー発電所（旧名称：（仮称）仙台高松発電所）建設計画（以下、「本事業」とい

います。）は、木質バイオマス専焼の発電事業として2019年（令和元年）11月28日に環境影響評価準備書

に係る市長意見を受領し、2020年（令和２年）２月28日から３月27日までの間に環境影響評価書（以下、

「評価書」といいます。）の縦覧を実施しました。その後、施設配置計画及び煙突排ガス諸元等の供用時

における事業計画を変更したことから、2021年２月に、かかる計画変更内容及び再予測評価の結果報告

を仙台市環境影響評価審査会にて実施しました。 

 この度、詳細設計期間に移り建設請負業者による工事計画の具体化が進んだこと等から、一部の工事

計画について、2021年２月の仙台市環境影響評価審査会で報告した内容から追加の調整項目が生じる見

込みとなります。 

 本資料は、2021年８月５日に開催された令和３年度第３回仙台市環境影響評価審査会（以下、「令和３

年度第３回審査会」といいます。）で報告した再予測評価の手法を一部について改訂し実施した予測結果

等をとりまとめたものです。 
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１．事業計画の一部修正項目概要について 

1.1 工事期間に関する事項 

 工事工程等の変更概要は、表 1-1 に示すとおりである。 

 工事計画の詳細検討を進めた結果、計画地面積の削減、燃料貯蔵設備の計画地内配置等による発

電設備面積の減少等により、評価書時点に比べ工事の分散化が必要となり、また、計画地周辺に工

事事務所、資材置場等の仮設用地を設けるため工事期間初期段階で準備工事が必要となったことか

ら工事期間が 45 ヶ月間となり、評価書時点より 11 ヶ月間延長する計画とした。 
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1.2 切土・盛土・発破・掘削等に関する事項 

(1) 掘削工事に伴う土量バランス 

 掘削工事に伴う土量バランスの変更概要は、表 1-2 に示すとおりである。 

 評価書時の計画では、掘削工事に伴う発生土量が約 73,500 ㎥であり、そのうち約 54,200 ㎥を

計画地外で利用し、約 19,400 ㎥を場内にて仮置き後に場内の埋戻しに再利用する計画であった。

その後、令和３年度第３回審査会において発生土量を約 88,800 ㎥とする計画を検討したが、今

回、工事計画の詳細検討を進めた結果、掘削工事に伴う発生土量を約 68,600 ㎥と、評価書時に

比べ約 4,900 ㎥、令和３年度第３回審査会時に比べ約 20,200 ㎥削減する計画に変更した。 

 今回の計画変更により、掘削工事に伴う発生土は約 18,300 ㎥を場外の仮設用地で一時仮置き

した後に場内で埋戻しに再利用するとともに、約 50,300 ㎥について計画地外で埋立て造成又は

土石採取後の埋戻しに再利用する計画となる。 

 

表 1-2 掘削工事に伴う土量バランスの変更概要 

項 目 評価書時の計画 
令和３年度第３回審査会時 

の計画 
今回の変更計画 

工事項目 掘削工事 掘削工事 掘削工事 

発生土量 約 73,500 ㎥ 約 88,800 ㎥ 約 68,600 ㎥ 

場内埋戻し土量 

約 19,400 ㎥ 約 45,600 ㎥ 約 18,300 ㎥ 

場外利用土量 約 54,200 ㎥ 約 43,200 ㎥ 約 50,300 ㎥ 

 

(2) 場内埋戻し土の概要 

 掘削工事に伴う発生土のうち、場内埋戻し土の変更概要は、表 1-3 及び図 1-1 に示すとおりで

ある。 

 場内埋戻し土は、評価書時の計画では場内での仮置き後に埋戻しに利用する計画であったが、

評価書時より計画地面積の削減、燃料貯蔵設備の計画地内配置等による発電設備面積の減少等に

より場内での仮置きが困難となったため、場外の仮設用地で仮置き後に埋戻しに利用する計画に

変更した。 

 令和３年度第３回審査会時では、埋戻し土の仮置きは掘削土の場外利用先に隣接する仮設用地

（以下、「七ヶ浜仮設用地」という。）で実施する計画としていたが、仮設用地の利用計画に係る

詳細検討を進めた結果、仙台市宮城野区蒲生に位置する仮設用地（以下、「蒲生仮設用地」とい

う。）で実施する計画に再変更した。 

 埋戻し土の場外仮置きに当たっては、「土砂等の埋立て等の規制に関する条例」（令和元年宮城

県条例第 74 号）に基づく土砂等の埋立て等許可を取得し同条例に基づき土砂等の崩落、飛散、

流出による災害の発生防止を図ることとする。 

 また、埋戻し土仮置き場とする蒲生仮設用地では、周囲に防塵フェンス又は仮囲いを設置し粉

じんの飛散を防止するとともに、粉じんが発生する作業を行う際は必要に応じ散水等による粉じ

んの飛散防止の環境保全措置を実施する計画とする。埋戻し土の仮置きが一定程度長期に及ぶ場

合は可能な限り防塵シート等で覆い、更なる粉じんの飛散防止に努める。降雨時に発生する雨水

濁水については、仮設沈殿槽による処理を行う環境保全措置を実施する計画とする。 

場内仮置き後に

埋戻しに再利用

場外の仮設用地で仮置

き後に埋戻しに再利用

場外の仮設用地で仮置

き後に埋戻しに再利用
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表 1-3 場内埋戻し土の変更概要 

項 目 評価書時の計画 
令和３年度第３回審査会時 

の計画 
今回の変更計画 

場内埋戻し土量 約 19,400 ㎥ 約 45,600 ㎥ 約 18,300 ㎥ 

埋戻し土仮置き場 

の位置 
場内 七ヶ浜仮設用地 蒲生仮設用地 

埋戻し土仮置き場 

の面積 
未定 約 20,000 ㎡以下 約 7,800 ㎡ 
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図 1-1 埋戻し土仮置き場（蒲生仮設用地）の位置 
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(3) 場外利用土の概要 

 掘削工事に伴う発生土のうち、場外利用土の変更概要は、表 1-4 及び図 1-2 に示すとおりであ

る。 

 場外における建設発生土の利用先は、評価書時点の計画では未定であったが、令和３年度第３

回審査会時に七ヶ浜仮設用地に隣接した場所（以下、「七ヶ浜仮設用地隣接地」という。）に搬入

し、事業用地として使用される計画である土地の造成に再利用される計画とした。 

 その後、七ヶ浜仮設用地隣接地における土砂受入量に関する検討の進捗に伴い、令和３年度第

３回審査会時より受入土量が減少する見込みとなったことから、七ヶ浜仮設用地隣接地に加え黒

川郡大郷町に位置する土石採取及び残土受入場（以下、「大郷町受入場」という。）に搬入する計

画に再変更した。大郷町受入場では「森林法」（昭和 26 年法律第 249 号）に基づく林地開発行為

の許可、土石の採取及び残土の受入れ許可が取得されており、搬入した建設発生土は、林地にお

いて土石を採取した後の埋戻しに利用されることとなっている。 

 

表 1-4 場外利用土の変更概要 

項 目 評価書時の計画 
令和３年度第３回審査会時 

の計画 
今回の変更計画 

場外利用土量 約 54,200 ㎥ 約 43,200 ㎥ 約 50,300 ㎥ 

場外利用先 未定 七ヶ浜仮設用地隣接地 
七ヶ浜仮設用地隣接地：約 11,400 ㎥

大 郷 町 受 入 場 ：約 38,900 ㎥

場外利用の用途 未定 事業用地等の土地造成 

七ヶ浜仮設用地隣接地：事業用地等の

土地造成 

大 郷 町 受 入 場：土石採取後の

埋戻し 
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図 1-2(1) 掘削土場外利用先の位置（七ヶ浜仮設用地隣接地） 
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図 1-2(2) 掘削土場外利用先の位置（大郷町受入場） 

  

8



 

1.3 仮設用地等の概要 

(1) 仮設用地の概要 

 発電所の建設工事に当たっては、発電所計画地周辺における複数の仮設用地を使用する計画で

ある。仮設用地の計画概要は表 1-5 及び図 1-3 に示すとおりである。 

 仮設用地の使用計画については、評価書時点の計画では未定であったが、令和３年度第３回審

査会時に七ヶ浜仮設用地について埋戻し土の場外仮置き及び資材置場として使用する計画とし

た。 

 その後、仮設用地の使用計画に関する検討の進捗に伴い、埋戻し土の場外仮置きは蒲生仮設用

地で実施することとし、七ヶ浜仮設用地については資材置場としての用途のみとする計画に再変

更した。また、蒲生仮設用地については、使用開始当初は埋戻し土の場外仮置き場として使用し、

その後、資材置場として使用する計画に再変更した。 

 七ヶ浜仮設用地では、工事用資材の一時仮置き、資材の簡易な仮組等を行う計画であり、資材

の積み下ろし等の際に一時的にクローラクレーン、ラフタークレーン等を使用するが、「騒音規

制法」及び「振動規制法」に基づく特定施設の使用及び特定建設作業は実施しない予定としてい

る。 

 蒲生仮設用地では、主に 2022 年 8 月から 2023 年 9 月の間は埋戻し土の仮置きに使用する計画

であり、その際にブルドーザ及びバックホウの重機を使用する予定である。埋戻し土の仮置き場

として使用した後は、七ヶ浜仮設用地と同様に工事用資材の一時仮置き、資材の簡易な仮組等を

行う計画であり、資材の積み下ろし等の際に一時的にクローラクレーン、ラフタークレーン等を

使用するが、「騒音規制法」及び「振動規制法」に基づく特定施設の使用及び特定建設作業は実

施しない予定としている。 

 埋戻し土の仮置きの際に使用する重機の種類等は表 1-6 に示すとおりであり、令和３年度第３

回審査会時より規模及び台数を縮小する計画に再変更した。 

 

表 1-5 仮設用地の概要 

項 目 
評価書時

の計画 

令和３年度第３回審査会時 

の計画 
今回の変更計画 

七ヶ浜仮設用地 
未定 

(発電所近傍資材置場)
七ヶ浜仮設用地 蒲生仮設用地 

位 置 未定 

宮城県宮城郡 

七ヶ浜町 

東宮浜字北下方 

未定 

宮城県宮城郡 

七ヶ浜町 

東宮浜字北下方 

仙台市宮城野区 

蒲生４丁目５－１

用 途 未定 
・埋戻し土仮置き場

・資材置場 
・資材置場 ・資材置場 

・埋戻し土仮置き場

・資材置場 

面 積 未定 約 32,000 ㎡以下 未定 約 28,100 ㎡ 約 10,300 ㎡ 

 

表 1-6 埋戻し土仮置きの際に使用する工事用重機 

種類 
令和３年度第３回審査会時 

の計画 
今回の変更計画 

 規模等 使用台数 規模等 使用台数 

バックホウ 2.0 ㎥級：出力 268kW 4 台 以下 1.2 ㎥級：出力 201kW 2 台 以下 

バックホウ 0.8 ㎥級：出力 123kW 3 台 以下 0.8 ㎥級：出力 123kW 2 台 以下 

ブルドーザ 20ｔ級：出力 162kW 3 台 以下 5ｔ級：出力 32kW 1 台 以下 
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(2) 工事事務所の概要 

 発電所の近傍には、工事に関する事務、従事者の休憩、通勤車両の駐車等を行うための工事事

務所（以下、「工事事務所」という。）を設置する予定である。工事事務所等の位置は、図 1-3 に

示すとおりである。 

 工事事務所の範囲では工事用資材の一時仮置き、資材の簡易な仮組等を行う計画であり、七ヶ

浜仮設用地と同様に「騒音規制法」及び「振動規制法」に基づく特定施設の使用及び特定建設作

業は実施しない予定としている。 
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図 1-3 七ヶ浜仮設用地・蒲生仮設用地・工事事務所の位置 
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1.4 資材等の運搬の方法及び規模 

(1) 工事用車両の総台数 

 工事期間全体における全ルートの工事用車両台数の月別積上げの比較は表 1-7 のとおりであ

り、主にダンプトラック及びトレーラについて、工事事務所又は計画地から七ヶ浜仮設用地及び

七ヶ浜仮設用地隣接地（以下、「七ヶ浜仮設用地等」という。）、蒲生仮設用地又は大郷町受入場

の間において仮設用地及び掘削土場外利用先が分散したことから、今回の変更計画では工事用車

両全体での延べ台数は約 318,000 台となり、評価書時点（約 313,500 台）より約 4,500 台、令和

３年度第３回審査会時（約 317,400 台）より約 600 台増加する計画となる。 

 今回の変更計画では、工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及

び小型車換算交通量のピーク月は 2022 年 12 月（着工後 11 ヶ月目）となる予定であり、ともに

評価書時点及び令和３年度第３回審査会時より増加する計画である。また、窒素酸化物・浮遊粒

子状物質排出量及び小型車換算交通量のピーク月は、評価書時点の計画によるピーク月（着工後

12 ヶ月目）と、ほぼ同時期となる予定である。 

 

(2) 外部からの主な資材等の運搬ルート 

 外部と工事事務所等の間を通行する車両台数は表 1-8 のとおりである。 

 資材等の運搬に用いる工事用車両は、外部よりまず計画地又は工事事務所に立ち寄り資材等の

内容を確認する計画とし、七ヶ浜仮設用地等、蒲生仮設用地又は大郷町受入場を利用する際は、

計画地又は工事事務所から、それぞれ往復運行する計画である。 

 評価書時点では工事用車両の通行が集中していた国道 45 号の調査・予測・評価地点として設

定していた場所付近（図 1-4 参照）については、今回の変更計画では外部と計画地又は工事事務

所の間を運行する工事用車両が通行する予定であるが、工事の分散化、評価書時点に比べ交差点

の整備が進捗したことによる通行ルートの分散化等により、ピーク月における窒素酸化物及び浮

遊粒子状物質の総排出量及び小型車換算交通量は、評価書時点より大幅に減少する計画である。 

 また、発電所建設予定地近傍の道路は、評価書時点に比べ交差点の整備が進捗したことにより

迂回する必要がなくなったことから、最短ルートを通行することが可能となり、往復路とも同一

ルートを通行することが可能となった。海上輸送した資材等は、中野ふ頭及び高松２号ふ頭方面

から荷揚げすることとし、向洋ふ頭は使用しない計画とした。 

 これらの状況を踏まえた主要な交通ルートの変更計画は、図 1-5 に示すとおりである。 
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図 1-4 評価書時点における調査・予測・評価地点 
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表1-7 月別工事用車両通行台数（延べ台数）の変更概要 

【評価書時点】 

 
 

【令和３年度第３回審査会時点】 

 
 

【今回変更計画】 

 
注：１．表中の「赤色ハッチ」は、工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量のピーク月を示す。 

  ２．変更計画における「予定走行距離 [片道平均]」は、外部～工事事務所等、工事事務所～七ヶ浜仮設用地、工事事務所～蒲生仮設用地の間の車種別予定走行距離の合計値を車種別台数の合計値で割り戻して算出した、車種別平均走行距離を示す。

着工後月数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

通　勤 20 1,280 2,938 3,304 3,653 3,158 3,158 4,760 4,760 5,310 5,460 5,695 5,995 6,115 6,033 6,033 5,593 5,550 5,500 5,417 5,104 4,424 4,033 3,437 3,437 2,898 2,442 1,854 678 573 513 513 513 513 513 121,157 4,846,280

20 165 710 900 797 1,038 1,308 1,529 1,529 1,841 1,625 2,186 2,564 3,104 2,792 2,792 3,477 3,684 3,684 3,663 3,626 3,626 3,527 3,776 3,776 3,593 2,567 1,233 801 756 756 756 756 756 756 70,449 2,817,960

20 260 785 785 785 525 525 525 525 525 525 606 606 606 606 606 606 656 656 656 656 656 656 391 391 391 366 341 260 260 260 260 260 260 260 17,037 681,480

工　事 ダンプトラック 10ｔ 20 726 1,346 2,246 2,746 1,330 2,580 1,930 1,930 1,110 760 410 1,610 760 460 460 300 290 290 290 280 120 130 130 130 120 120 22,604 904,160

トラックミキサ 4.4㎥ 5 390 410 540 660 890 1,460 1,460 1,090 1,090 1,140 1,020 690 590 590 465 400 400 425 475 85 90 40 40 20 5 14,465 144,650

コンクリートポンプ車 60㎥/h 10 5 15 10 15 25 25 20 25 25 20 20 15 15 15 5 5 10 10 10 15 5 5 5 50 370 7,400

ラフタークレーン 25～80ｔ 30 162 162 172 188 188 216 281 281 286 260 260 260 217 217 197 262 232 222 212 197 197 197 197 172 5,235 314,100

ユニック 4ｔ 60 420 552 680 656 656 696 820 820 1,024 1,068 1,068 1,052 1,048 1,048 1,124 1,172 984 540 416 360 360 360 360 360 17,644 2,117,280

35 120 120 120 120 115 40 130 134 54 54 182 176 262 258 209 267 307 256 341 350 325 346 346 321 345 355 297 164 124 108 108 108 108 108 6,778 474,460

60 30 30 30 30 20 20 20 20 20 20 742 982 1,214 1,174 1,174 1,242 1,474 1,474 1,846 1,930 1,930 1,902 1,890 1,890 2,059 2,143 1,804 988 760 660 660 660 660 660 32,158 3,858,960

20 10 30 20 30 30 40 50 50 45 55 55 40 45 30 25 30 30 25 25 15 5 685 27,400

5 40 40 40 40 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 5 5 770 7,700

60 24 52 76 72 72 80 104 104 148 156 156 152 152 152 168 176 200 108 84 72 72 72 72 72 2,596 311,520

5 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 1,560 15,600

1,765 4,493 5,049 5,295 4,781 5,051 6,874 6,874 7,736 7,670 8,571 9,277 9,961 9,563 9,563 9,816 10,054 10,004 9,944 9,602 8,922 8,428 7,816 7,816 7,110 5,611 3,628 1,847 1,673 1,601 1,601 1,601 1,601 1,601 212,799 8,672,840

916 1,926 2,851 3,491 2,165 3,575 3,605 3,629 2,344 2,009 3,141 4,592 3,878 3,421 3,367 3,286 3,662 3,596 4,297 4,433 3,853 3,855 3,736 3,706 3,900 4,127 3,322 1,914 1,512 1,325 1,325 1,325 1,325 1,300 100,709 7,856,110

2,681 6,419 7,900 8,786 6,946 8,626 10,479 10,503 10,080 9,679 11,712 13,869 13,839 12,984 12,930 13,102 13,716 13,600 14,241 14,035 12,775 12,283 11,552 11,522 11,010 9,738 6,950 3,761 3,185 2,926 2,926 2,926 2,926 2,901 313,508 16,528,950

636 1,372 1,960 2,360 1,531 2,400 2,500 2,514 1,772 1,565 2,294 3,208 2,804 2,508 2,476 2,438 2,677 2,635 3,058 3,126 2,742 2,721 2,622 2,603 2,690 2,761 2,182 1,247 994 877 877 877 877 862

12 25 37 45 28 45 47 47 32 28 42 60 52 46 45 45 49 48 57 58 51 51 49 49 50 52 42 24 19 17 17 17 17 16

5,860 13,102 17,793 20,900 14,459 21,031 22,988 23,096 18,214 16,650 22,611 29,803 27,296 24,855 24,613 24,504 26,423 26,078 29,152 29,418 26,145 25,660 24,516 24,382 24,543 24,059 18,477 10,403 8,432 7,524 7,524 7,524 7,524 7,412

小型貨物車 小型

小型車　計

大型車　計

計

窒素酸化物排出量（g/(km･月)）

走行距離 計

[往復](km)

乗用車

小型ワゴン車

マイクロバス等

大型

トレーラ 10～20ｔ

トラック 4～10ｔ

用　途 種　類 規模等 区分
予定

走行距離

[片道]

台数

小計

浮遊粒子状物質排出量（g/(km･月)）

小型車換算交通量（台/月）

着工後月数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

通　勤 20 3,158 4,760 5,995 6,115 6,033 6,033 3,437 3,437 3,437 3,437 4,033 4,424 4,033 3,437 3,437 3,437 5,550 6,033 5,995 5,104 4,424 4,033 3,437 3,437 2,898 1,854 1,280 678 678 678 678 678 678 573 573 573 573 513 513 513 120,587 4,823,480

20 1,308 1,529 3,527 3,776 3,776 3,593 2,264 2,264 2,264 2,264 2,792 2,792 2,792 2,264 2,264 2,264 3,684 3,477 3,663 3,626 2,792 2,792 2,264 2,264 801 756 756 450 450 450 450 450 450 410 410 410 410 350 350 350 73,998 2,959,920

20 391 525 785 785 785 785 391 391 391 391 525 525 525 391 391 391 656 656 656 656 606 606 391 391 391 341 341 260 260 260 260 260 260 260 260 260 260 130 130 130 17,049 681,960

工　事 ダンプトラック 10ｔ 6 726 1,346 2,246 2,746 1,330 2,580 1,930 1,930 1,110 760 410 1,610 760 460 460 300 290 290 290 280 120 130 130 130 120 120 22,604 271,248

トラックミキサ 4.4㎥ 5 390 410 540 660 890 1,460 1,460 1,090 1,090 1,140 1,020 690 590 590 465 400 400 425 475 85 90 40 40 20 5 14,465 144,650

コンクリートポンプ車 60㎥/h 10 5 15 10 15 25 25 20 25 25 20 20 15 15 15 5 5 10 10 10 15 5 5 5 50 370 7,400

ラフタークレーン 25～80ｔ 30 20 20 20 20 30 30 30 30 30 30 162 162 172 188 188 216 281 281 286 260 260 260 217 217 197 262 232 222 212 197 197 197 197 172 10 5 5,510 330,600

ユニック 4ｔ 60 60 60 120 120 420 552 680 656 656 696 820 820 1,024 1,068 1,068 1,052 1,048 1,048 1,124 1,172 984 540 416 360 360 360 360 360 10 5 18,019 2,162,280

35 120 120 120 120 115 40 130 134 54 54 182 176 262 258 209 267 307 256 341 350 325 346 346 321 345 355 297 164 124 108 108 108 108 108 6,778 474,460

60 30 30 30 30 20 20 30 30 30 30 742 982 1,214 1,174 1,174 1,242 1,474 1,474 1,846 1,930 1,930 1,902 1,890 1,890 2,059 2,143 1,804 988 760 660 660 660 660 660 32,198 3,863,760

20 10 30 20 30 30 40 50 50 45 55 55 40 45 30 25 30 30 25 25 15 5 685 27,400

5 40 40 40 40 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 5 5 10 780 7,800

60 24 52 76 72 72 80 104 104 148 156 156 152 152 152 168 176 200 108 84 72 72 72 72 72 10 5 5 2,616 313,920

5 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 20 20 20 20 20 20 20 20 20 10 5 1,755 17,550

4,917 6,874 10,367 10,736 10,654 10,471 6,152 6,152 6,152 6,152 7,434 7,853 7,486 6,224 6,224 6,232 10,054 10,330 10,522 9,602 8,038 7,643 6,304 6,304 4,318 3,187 2,597 1,516 1,492 1,480 1,480 1,480 1,480 1,335 1,273 1,258 1,253 993 993 993 216,005 8,796,830

936 1,946 2,871 3,511 2,195 3,605 3,705 3,729 2,504 2,169 3,141 4,592 3,878 3,421 3,367 3,286 3,662 3,596 4,297 4,433 3,853 3,855 3,736 3,706 3,900 4,127 3,322 1,914 1,512 1,325 1,325 1,325 1,325 1,300 30 10 101,409 7,289,598

5,853 8,820 13,238 14,247 12,849 14,076 9,857 9,881 8,656 8,321 10,575 12,445 11,364 9,645 9,591 9,518 13,716 13,926 14,819 14,035 11,891 11,498 10,040 10,010 8,218 7,314 5,919 3,430 3,004 2,805 2,805 2,805 2,805 2,635 1,303 1,268 1,253 993 993 993 317,414 16,086,428

789 1,491 2,210 2,616 1,812 2,661 2,528 2,543 1,798 1,594 2,243 3,144 2,693 2,359 2,326 2,277 2,677 2,649 3,084 3,126 2,703 2,686 2,554 2,536 2,565 2,652 2,136 1,232 986 872 872 872 872 850 75 62 56 44 44 44

14 27 40 48 32 49 48 48 33 29 42 59 50 44 44 43 49 49 57 58 50 50 48 48 49 51 41 24 19 17 17 17 17 16 1 1 1 1 1 1

9,101 15,573 23,200 26,430 20,466 26,585 22,713 22,821 17,345 15,847 21,474 28,379 24,821 21,516 21,274 20,920 26,423 26,404 29,730 29,418 25,261 24,875 23,004 22,870 21,751 21,635 17,446 10,072 8,251 7,403 7,403 7,403 7,403 7,146 1,407 1,303 1,253 993 993 993

台数

小計

走行距離 計

[往復](km)

乗用車

小型ワゴン車

マイクロバス等

用　途 種　類 規模等 区分
予定

走行距離

[片道]

小型車　計

大型車　計

計

窒素酸化物排出量（g/(km･月)）

浮遊粒子状物質排出量（g/(km･月)）

小型車換算交通量（台/月）

大型

トレーラ 10～20ｔ

トラック 4～10ｔ

小型貨物車 小型

着工後月数（上段：延べ月数、下段：暦年月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

2022年 2023年 2024年 2025年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

通　勤 20 20 200 300 300 3,158 4,760 6,027 6,163 6,093 6,094 3,497 3,497 3,471 3,471 4,067 4,458 4,073 3,481 3,501 3,491 5,604 6,087 6,083 5,200 4,520 4,115 3,507 3,501 2,952 1,908 1,326 708 698 693 693 683 683 578 578 573 573 513 513 513 513 123,437 4,895,004

20 40 40 1,308 1,529 3,566 3,822 3,882 3,706 2,377 2,372 2,332 2,332 2,860 2,860 2,876 2,348 2,331 2,318 3,738 3,531 3,751 3,709 2,880 2,879 2,331 2,331 855 810 778 471 471 467 467 457 457 417 417 410 410 350 350 350 350 76,336 3,000,016

20 391 525 785 785 785 785 391 391 391 391 525 525 525 391 391 391 656 656 656 656 606 606 391 391 391 341 341 260 260 260 260 260 260 260 260 260 260 130 130 130 130 17,179 687,160

工　事 ダンプトラック 10ｔ 11 20 25 25 1,020 1,934 2,618 3,038 3,332 3,089 2,189 1,962 1,436 1,021 418 386 236 195 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 1,080 1,080 1,080 13 13 26,392 559,576

トラックミキサ 4.4㎥ 5 390 410 540 660 890 1,460 1,460 1,090 1,090 1,140 1,020 690 590 590 465 400 400 425 475 85 90 40 40 20 5 14,465 144,650

コンクリートポンプ車 60㎥/h 10 5 15 10 15 25 25 20 25 25 20 20 15 15 15 5 5 10 10 10 15 5 5 5 50 370 7,400

ラフタークレーン 25～80ｔ 28 20 5 5 50 50 151 151 151 151 152 152 152 152 202 202 208 216 356 359 359 364 375 375 377 372 372 372 364 364 361 297 242 240 219 208 208 180 18 5 8,557 476,700

ユニック 4ｔ 36 10 75 75 100 100 200 200 200 200 200 200 254 254 324 324 1,134 1,491 1,100 1,100 1,100 1,200 1,200 1,200 1,400 1,400 1,500 1,500 1,500 1,600 1,700 1,700 1,700 972 748 486 486 486 486 20 29,925 2,170,044

21 10 40 40 204 204 199 124 211 162 145 148 102 102 344 332 370 364 296 378 434 363 481 495 460 489 489 454 488 501 420 232 176 122 122 122 45 9,668 412,976

60 20 20 30 30 20 20 30 30 30 30 34 34 115 111 99 98 79 101 116 97 129 132 123 131 131 121 130 134 112 62 47 41 41 41 2,519 302,280

20 60 20 20 10 30 20 30 30 40 50 50 45 55 55 40 45 30 25 30 30 25 25 15 5 785 31,400

6 40 40 50 50 40 40 38 38 44 56 50 56 60 66 100 100 93 106 106 88 93 76 74 76 51 47 42 40 40 40 40 20 20 20 30 1,970 22,080

60 20 20 20 25 25 25 25 25 25 25 25 25 50 50 50 85 150 150 150 150 150 150 175 175 175 100 75 75 75 75 20 20 20 5 5 2,415 289,800

5 60 60 96 96 96 101 101 101 101 101 101 101 101 101 142 142 142 214 169 169 169 169 169 169 169 169 159 159 63 63 63 34 34 34 34 3 3 3,958 43,170

20 200 340 340 4,917 6,874 10,494 10,886 10,876 10,711 6,391 6,386 6,320 6,320 7,578 7,969 7,600 6,346 6,415 6,392 10,190 10,573 10,809 9,884 8,325 7,919 6,548 6,542 4,542 3,403 2,779 1,698 1,567 1,558 1,558 1,509 1,454 1,309 1,309 1,251 1,251 993 993 993 993 223,325 8,915,150

120 100 100 275 665 2,070 3,124 3,898 4,478 5,458 5,186 3,944 3,747 3,343 2,819 3,039 3,257 2,911 2,751 2,400 2,607 2,724 2,651 2,613 2,623 2,617 2,651 2,598 2,669 2,739 2,685 2,527 1,559 2,310 1,957 1,957 862 592 25 94,651 3,780,158

20 320 440 440 5,192 7,539 12,564 14,010 14,774 15,189 11,849 11,572 10,264 10,067 10,921 10,788 10,639 9,603 9,326 9,143 12,590 13,180 13,533 12,535 10,938 10,542 9,165 9,193 7,140 6,072 5,518 4,383 4,094 3,117 3,868 3,466 3,411 2,171 1,901 1,276 1,251 993 993 993 993 317,976 12,695,308

1 82 76 76 387 712 1,729 2,387 2,857 3,203 3,605 3,439 2,681 2,561 2,372 2,071 2,188 2,265 2,057 1,959 1,916 2,059 2,140 2,055 1,962 1,950 1,885 1,905 1,783 1,775 1,790 1,709 1,607 1,018 1,474 1,258 1,255 583 419 71 56 44 44 44 44

0 2 1 1 6 12 31 43 53 59 69 65 51 48 44 38 40 42 38 36 34 37 38 37 36 36 35 35 34 34 34 33 31 19 28 24 24 11 8 1 1 1 1 1 1

20 736 787 787 6,146 9,847 19,747 24,850 28,300 30,728 30,788 29,567 23,950 23,069 22,521 20,570 21,184 20,905 19,427 18,689 20,918 22,226 22,985 21,734 20,005 19,644 18,246 18,392 16,155 15,333 15,022 13,700 12,863 8,527 11,884 10,257 10,202 5,162 3,955 1,363 1,251 993 993 993 993

用　途 種　類 規模等 区分

予定

走行距離

[片道平均]

(km)

大型

トレーラ 10～20ｔ

トラック 4～10ｔ

小型貨物車 小型

台数

小計

走行距離

計

[往復]

(km)

乗用車

小型ワゴン車

マイクロバス等

小型車　計

大型車　計

計

窒素酸化物排出量（g/(km･月)）

浮遊粒子状物質排出量（g/(km･月)）

小型車換算交通量（台/月）

14



 

 

表1-8 外部～工事事務所等の間の月別工事用車両通行台数 

 
注：表中の「赤色ハッチ」は、工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量のピーク月を示す。 

 

 

着工後月数（上段：延べ月数、下段：暦年月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

2022年 2023年 2024年 2025年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

通　勤 20 20 200 300 300 3,158 4,760 5,995 6,115 6,033 6,033 3,437 3,437 3,437 3,437 4,033 4,424 4,033 3,437 3,437 3,437 5,550 6,033 5,995 5,104 4,424 4,033 3,437 3,437 2,898 1,854 1,280 678 678 678 678 678 678 573 573 573 573 513 513 513 513 121,920 4,876,800

20 40 40 1,308 1,529 3,527 3,776 3,776 3,593 2,264 2,264 2,264 2,264 2,792 2,792 2,792 2,264 2,264 2,264 3,684 3,477 3,663 3,626 2,792 2,792 2,264 2,264 801 756 756 450 450 450 450 450 450 410 410 410 410 350 350 350 350 74,428 2,977,120

20 391 525 785 785 785 785 391 391 391 391 525 525 525 391 391 391 656 656 656 656 606 606 391 391 391 341 341 260 260 260 260 260 260 260 260 260 260 130 130 130 130 17,179 687,160

工　事 ダンプトラック 10ｔ 6 20 25 25 214 407 571 666 732 675 495 443 311 221 88 81 51 43 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 270 270 270 3 3 5,926 71,112

トラックミキサ 4.4㎥ 5 390 410 540 660 890 1,460 1,460 1,090 1,090 1,140 1,020 690 590 590 465 400 400 425 475 85 90 40 40 20 5 14,465 144,650

コンクリートポンプ車 60㎥/h 10 5 15 10 15 25 25 20 25 25 20 20 15 15 15 5 5 10 10 10 15 5 5 5 50 370 7,400

ラフタークレーン 25～80ｔ 30 20 5 5 50 50 150 150 150 150 150 150 150 150 200 200 200 200 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 325 250 200 200 200 200 200 172 10 5 7,792 467,520

ユニック 4ｔ 60 10 75 75 100 100 200 200 200 200 200 200 200 200 216 216 756 994 550 550 550 600 600 600 700 700 750 750 750 800 850 850 850 486 374 324 324 324 324 20 16,768 2,012,160

35 10 40 40 120 120 115 40 130 134 54 54 64 64 217 209 187 184 149 191 219 183 243 250 232 247 247 229 246 253 212 117 89 77 77 77 5,120 358,400

60 20 20 30 30 20 20 30 30 30 30 34 34 115 111 99 98 79 101 116 97 129 132 123 131 131 121 130 134 112 62 47 41 41 41 2,519 302,280

20 60 20 20 10 30 20 30 30 40 50 50 45 55 55 40 45 30 25 30 30 25 25 15 5 785 31,400

5 40 40 40 40 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 5 5 10 780 7,800

60 20 20 20 25 25 25 25 25 25 25 25 25 50 50 50 85 150 150 150 150 150 150 175 175 175 100 75 75 75 75 20 20 20 5 5 2,415 289,800

5 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 132 87 87 87 87 87 87 87 87 77 77 29 29 29 17 17 17 17 3 3 2,163 21,630

20 200 340 340 4917 6874 10387 10756 10674 10496 6177 6177 6177 6177 7435 7826 7435 6177 6202 6202 10000 10383 10551 9623 8059 7668 6329 6329 4352 3213 2629 1565 1492 1492 1492 1480 1425 1280 1280 1251 1251 993 993 993 993 218,105 8,852,510

120 100 100 275 665 1169 1502 1756 2011 2767 2734 2089 2052 2050 1845 2166 2280 1892 1765 1596 1695 1773 1753 1550 1575 1538 1556 1511 1553 1559 1490 1377 868 980 912 912 617 347 25 54,525 3,402,722

20 320 440 440 5192 7539 11556 12258 12430 12507 8944 8911 8266 8229 9485 9671 9601 8457 8094 7967 11596 12078 12324 11376 9609 9243 7867 7885 5863 4766 4188 3055 2869 2360 2472 2392 2337 1897 1627 1276 1251 993 993 993 993 272,630 12,255,232

1 82 76 76 387 712 1,176 1,395 1,546 1,693 1,959 1,939 1,547 1,524 1,579 1,472 1,650 1,663 1,428 1,351 1,418 1,496 1,551 1,497 1,303 1,301 1,219 1,230 1,114 1,088 1,066 976 904 595 663 621 618 432 268 71 56 44 44 44 44

0 2 1 1 6 12 20 24 27 30 36 36 28 28 29 26 30 31 26 25 25 26 27 26 23 23 22 22 20 20 20 19 17 11 13 12 12 8 5 1 1 1 1 1 1

20 736 787 787 6,146 9,847 15,612 17,470 18,523 19,485 18,545 18,398 15,515 15,349 16,599 16,073 17,117 16,369 14,659 14,092 17,134 17,960 18,476 17,459 14,988 14,708 13,204 13,284 11,106 10,155 9,598 8,225 7,647 5,372 5,873 5,557 5,502 4,038 2,831 1,363 1,251 993 993 993 993

小型貨物車 小型

小型車　計

大型車　計

計

窒素酸化物排出量（g/(km･月)）

走行距離　計

[往復](km)

乗用車

小型ワゴン車

マイクロバス等

大型

トレーラ 10～20ｔ

トラック 4～10ｔ

用　途 種　類 規模等 区分

予定

走行距離

[片道]

(km)

台数

小計

浮遊粒子状物質排出量（g/(km･月)）

小型車換算交通量（台/月）
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【評価書時点：往路】                                        【評価書時点：復路】 

     

図 1-5(1) 主要な交通ルート【評価書時点】 
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図 1-5(2) 主要な交通ルート【変更計画】 
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(3) 工事事務所等から仮設用地等の間の交通ルート 

 工事事務所又は計画地から七ヶ浜仮設用地等、蒲生仮設用地又は大郷町受入場の間を通行する

工事用車両の交通ルートは、図 1-6 のとおりである。これらの交通ルートは評価書時点では計画

されていなかったものであり、工事計画変更に伴い新たに設定したルートとなる。 

 工事事務所等から各仮設用地の主要な交通ルートの概要は、以下のとおりである。 

 

① 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間の主要な交通ルート 

 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間の主要な交通ルートを通行する工事用車両の月別通行

台数は表 1-9 のとおりであり、合計で約 18,100 台（往復台数）の車両が運行する計画である。 

 運行する工事用車両の種類は、主に掘削土の場外利用先への搬出に用いるダンプトラック、

資材等の運搬を行うユニック及びトレーラとする計画である。 

 工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量

のピーク月は 2023 年 7月（着工後 18 ヶ月目）となる予定である。 

 

② 工事事務所等から蒲生仮設用地の間の主要な交通ルート 

 工事事務所等～蒲生仮設用地の間の主要な交通ルートを通行する工事用車両の月別通行台数

は表 1-10 のとおりであり、合計で約 18,600 台（往復台数）の車両が運行する計画である。 

 運行する工事用車両の種類は、主に埋戻し土の仮置きに用いるダンプトラック、資材等の運

搬を行うユニック及びトレーラとする計画である。 

 工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量

のピーク月は 2023 年 1月（着工後 12 ヶ月目）となる予定である。 

 

③ 工事事務所等から大郷町受入場の間の主要な交通ルート 

 工事事務所等～蒲生仮設用地の間の主要な交通ルートを通行する工事用車両の月別通行台数

は表 1-11 のとおりであり、合計で約 8,700 台（往復台数）の車両が運行する計画である。 

 運行する工事用車両の種類は、掘削土の場外利用先への搬出に用いるダンプトラックとする

計画である。 

 工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量

のピーク月は 2022 年 12 月（着工後 11 ヶ月目）となる予定である。 
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表1-9 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間の月別工事用車両通行台数 

 
注：表中の「赤色ハッチ」は、工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量のピーク月を示す。 

 

表1-10 工事事務所等～蒲生仮設用地の間の月別工事用車両通行台数 

 
注：表中の「赤色ハッチ」は、工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量のピーク月を示す。 

 

表1-11 工事事務所等～大郷町受入場の間の月別工事用車両通行台数 

 
注：表中の「赤色ハッチ」は、工事用車両の通行に伴い排出する窒素酸化物・浮遊粒子状物質排出量及び小型車換算交通量のピーク月を示す。 

 

 

 

着工後月数（上段：延べ月数、下段：暦年月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

2022年 2023年 2024年 2025年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

通　勤 6 32 48 60 61 60 60 34 34 34 34 40 44 32 27 27 27 44 48 48 41 35 32 27 27 23 15 10 5 5 5 5 5 5 1,034 12,408

6 39 46 106 113 113 108 68 68 68 68 84 84 42 34 34 34 55 52 55 54 42 42 34 34 12 11 11 7 7 7 7 7 7 1,553 18,636

工　事 ダンプトラック 10ｔ 6 75 150 250 300 425 300 300 225 275 200 2,500 30,000

ラフタークレーン 25～80ｔ 6 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 8 16 14 15 15 17 22 22 23 21 21 21 17 17 16 21 19 18 8 8 8 8 8 379 4,548

ユニック 4ｔ 6 54 54 108 108 378 497 275 275 275 300 300 300 350 350 375 375 375 400 425 425 425 243 187 162 162 162 162 7,502 90,024

トレーラ 10～20ｔ 6 84 84 84 84 81 28 91 94 38 38 127 123 110 108 88 112 129 108 143 147 137 145 145 135 145 149 125 69 52 45 45 45 45 3,183 38,196

トラック 4～10ｔ 6 10 10 10 10 8 8 14 26 20 26 30 36 34 34 31 36 36 29 31 24 22 24 24 22 22 20 20 20 20 20 20 20 20 737 8,844

小型貨物車 小型 6 36 36 36 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 17 17 17 17 17 17 17 1,170 14,040

107 130 202 215 214 209 143 143 143 143 165 169 115 102 102 102 140 141 144 136 118 115 102 102 76 67 38 29 29 29 29 29 29 3,757 45,084

170 245 345 395 516 338 461 401 443 374 543 672 433 432 410 465 487 459 548 542 555 565 561 574 608 615 589 350 267 235 235 235 235 14,303 171,636

277 375 547 610 730 547 604 544 586 517 708 841 548 534 512 567 627 600 692 678 673 680 663 676 684 682 627 379 296 264 264 264 264 18,060 216,720

108 155 219 250 323 215 287 250 276 234 338 416 268 267 254 287 302 285 340 336 343 349 346 354 373 377 360 214 164 144 144 144 144

2 3 4 5 6 4 6 5 5 5 7 8 5 5 5 6 6 6 7 7 7 7 7 7 7 7 7 4 3 3 3 3 3

867 1,225 1,744 1,981 2,521 1,720 2,204 1,935 2,123 1,815 2,592 3,173 2,051 2,033 1,935 2,181 2,317 2,193 2,594 2,559 2,599 2,641 2,610 2,668 2,794 2,816 2,671 1,594 1,222 1,079 1,079 1,079 1,079

小型車　計

大型車　計

計

窒素酸化物排出量（g/(km･月)）

浮遊粒子状物質排出量（g/(km･月)）

小型車換算交通量（台/月）

走行距離

計

[往復]

(km)

乗用車
小型

ワゴン車

大型

用　途 種　類 規模等 区分

予定

走行距離

[片道]

(km)

台数

小計

着工後月数（上段：延べ月数、下段：暦年月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

2022年 2023年 2024年 2025年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

通　勤 6 32 27 27 27 44 48 48 41 35 32 27 27 23 15 10 10 10 483 5,796

6 25 20 20 20 33 31 33 33 25 25 20 20 10 10 10 10 10 355 4,260

工　事 ダンプトラック 10ｔ 6 581 1077 1097 1197 1200 1264 544 544 500 350 270 250 130 98 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9,292 111,504

ラフタークレーン 25～80ｔ 6 17 19 19 22 28 28 29 26 26 26 22 22 20 26 23 22 11 386 4,632

ユニック 4ｔ 6 275 275 275 300 300 300 350 350 375 375 375 400 425 425 425 243 187 5,655 67,860

トレーラ 10～20ｔ 6 73 72 59 75 86 72 95 98 91 97 97 90 97 99 83 46 35 1,365 16,380

トラック 4～10ｔ 6 36 36 32 40 40 29 32 22 22 22 22 20 20 20 20 20 20 453 5,436

小型貨物車 小型 6 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 17 17 17 625 7,500

98 88 88 88 118 120 122 115 101 98 88 88 74 66 37 37 37 1,463 17,556

581 1,077 1,097 1,197 1,200 1,264 544 544 500 350 270 250 531 500 395 447 464 438 516 506 524 530 526 542 572 580 561 341 263 10 10 10 10 17,150 205,800

581 1,077 1,097 1,197 1,200 1,264 544 544 500 350 270 250 629 588 483 535 582 558 638 621 625 628 614 630 646 646 598 378 300 10 10 10 10 18,613 223,356

353 655 667 728 730 769 331 331 304 213 164 152 327 308 244 276 287 272 319 313 323 327 324 334 351 356 343 209 162 6 6 6 6

7 13 13 14 14 15 6 6 6 4 3 3 6 6 5 5 6 5 6 6 6 6 6 7 7 7 7 4 3 0 0 0 0

2,597 4,814 4,904 5,351 5,364 5,650 2,432 2,432 2,235 1,565 1,207 1,118 2,472 2,323 1,854 2,086 2,192 2,078 2,429 2,377 2,443 2,467 2,439 2,511 2,631 2,659 2,545 1,561 1,213 45 45 45 45

走行距離

計

[往復]

(km)

乗用車
小型

ワゴン車

大型

用　途 種　類 規模等 区分

予定

走行距離

[片道]

(km)

台数

小計

浮遊粒子状物質排出量（g/(km･月)）

小型車換算交通量（台/月）

小型車　計

大型車　計

計

窒素酸化物排出量（g/(km･月)）

着工後月数（上段：延べ月数、下段：暦年月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

2022年 2023年 2024年 2025年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

工　事 ダンプトラック 10ｔ 20 150 300 700 875 975 850 850 750 350 250 60 55 55 54 800 800 800 8,674 346,960

150 300 700 875 975 850 850 750 350 250 60 55 55 54 800 800 800 8,674 346,960

150 300 700 875 975 850 850 750 350 250 60 55 55 54 800 800 800 8,674 346,960

91 182 426 532 593 517 517 456 213 152 36 33 33 33 486 486 486

2 4 8 10 12 10 10 9 4 3 1 1 1 1 10 10 10

671 1,341 3,129 3,911 4,358 3,800 3,800 3,353 1,565 1,118 268 246 246 241 3,576 3,576 3,576

用　途 種　類 規模等 区分

予定

走行距離

[片道]

(km)

大型

小型車　計

台数

小計

走行距離

計

[往復]

(km)

大型車　計

計

窒素酸化物排出量（g/(km･月)）

浮遊粒子状物質排出量（g/(km･月)）

小型車換算交通量（台/月）
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図 1-6(1) 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等・蒲生仮設用地の間の主要な交通ルート 
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図 1-6(2) 工事事務所等～大郷町受入場の間の主要な交通ルート 
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1.5 供用時のプラント排水に関する事項 

 供用時のプラント排水については、令和２年度第６回仙台市環境影響評価審査会（令和３年２月

１日開催）において日平均排水量が 1,478 ㎥、日最大排水量が 2,180 ㎥となり評価書時点から日最

大で約 100 ㎥、日平均で約 300 ㎥減少する変更計画を示した。 

 今回、施設設備の詳細設計が進捗したことから、日最大排水量について６㎥増加し、2,186 ㎥と

なる計画に変更した。 

 日最大排水量の増加は、排水の放流先である海域における水質に影響を及ぼす可能性もあるが、

令和２年度第６回仙台市環境影響評価審査会において示した水質予測においては、日最大排水量を

2,200 ㎥としており、日最大排水量が６㎥増加しても予測結果に変更は生じないものとなる。 

 なお、排水の水質については、令和２年度第６回仙台市環境影響評価審査会に示したものより変

更はない。 

 一般排水に関するフロー図について、令和２年度第６回仙台市環境影響評価審査会に示したもの

と今回の変更計画との比較は、図 1-7 に示すとおりである。 
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【令和２年度第６回仙台市環境影響評価審査会報告時点】 

 
 

【今回変更計画】 

 

図 1-7 一般排水に関するフローの変更概要 
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本ページに記載した内容は、令和３年度第３回審査会（令和３年８月５日開催）で報告したものである。
 

 

２．再予測評価項目の選定について 

 評価書で環境影響評価項目に選定した環境影響要素について、今回の工事計画変更に伴い再予測評

価の要否について検討を行った結果、表 2-1 に示すとおり再予測評価項目として選定することを検討

している。再予測評価項目の選定理由は、表 2-2 に示すとおりである。 

 なお、存在による影響及び供用による影響は、2021 年２月１日に実施された仙台市環境影響評価審

査会で報告した内容より変更ないため、今回の工事計画変更に伴う再予測評価項目には選定していな

い。 
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本ページに記載した内容は、令和３年度第３回審査会（令和３年８月５日開催）で報告したものである。
 

 

表 2-1 再予測評価項目の選定 

環境影響要因の区分

 

 

 

 

 

環境影響要素の区分 

工事による影響 

存在 

による 

影響 

供用による

影響 

資
材
等
の
運
搬 

重
機
の
稼
働 

切
土
・
盛
土
・
発
破
・ 

掘
削
等 

建
築
物
等
の
建
築 

工
事
に
伴
う
排
水 

工
作
物
等
の
出
現 

施
設
の
稼
働 

資
材
・
製
品
・
人
等
の
運
搬
・ 

輸
送 

環境の自然的構成要素の良

好な状態の保持を旨として

調査、予測及び評価される

べき項目 

大気環境 大気質 二酸化窒素 ○ ※     ◎ ○

二酸化硫黄       ◎  

浮遊粒子状物質 ○ ※     ◎ ○

粉じん ※ ※     ※ ※

有害物質        

その他（微小粒子状物質）       △  

騒 音 騒 音 ○ ※     ※ ○

振 動 振 動 ○ ※     ※ ○

低周波音 低周波音       ※  

悪 臭 悪 臭       ※  

その他 白 煙       ※  

水環境 水 質 水の汚れ       ○  

水の濁り     ※    

富栄養化       ○  

溶存酸素         

有害物質         

水 温         

その他         

底 質 底 質         

地下水汚染 地下水汚染         

水 象 水 源         

河川流・湖沼         

地下水・湧水         

海 域         

水辺環境         

その他          

土壌環境 地形・地質 現況地形         

注目すべき地形         

土地の安定性         

地盤沈下 地盤沈下         

土壌汚染 土壌汚染         

その他          

その他の

環境 

電波障害 電波障害     △   

日照阻害 日照阻害      △   

風 害 風 害         

その他          

生物の多様性の確保及び自

然環境の体系的保全を旨と

して調査、予測及び評価さ

れるべき項目 

植 物  植物相（蒲生干潟）       △  

動 物  動物相（蒲生干潟）       △  

生態系  地域を特徴づける生態系       ※  

人と自然との豊かな触れ合

いの確保及び歴史的、文化

的所産への配慮を旨として

調査、予測及び評価される

べき項目 

景 観  自然的景観資源      ○   

文化的景観資源      ○   

眺 望      ○   

自然との触れ合いの場 自然との触れ合いの場 ○      ○

文化財  指定文化財等         

環境への負荷の少ない持続

的な発展が可能な都市の構

築及び地球環境保全への貢

献を旨として予測及び評価

されるべき項目 

廃棄物等  廃棄物   ○ ○   ○  

残 土   ○      

水利用       ○  

その他         

温室効果ガス等 二酸化炭素 ○ ※     ○ ○

その他の温室効果ガス ○ ※      ○

オゾン層破壊物質        

熱帯材使用    ※   ※  

その他         

注：１．「◎」は重点化項目、「○」は一般項目、「△」は簡略化項目、「※」は配慮項目として、評価書で選定した評価項目を示す。 

  ２．「■」は、再予測評価を行う項目を示す。 
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催
）
で
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し
た
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に
対
し
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修
正
し
た
も
の
で
あ
る
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表
 
2
-
2
 
再
予
測
評
価
項
目
の
選
定
理
由
 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

大
気
質
 

二
酸
化
窒
素
 

○
 

工
事
 
 
資
材
等
の
運
搬
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出

す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存

在
し
自
動
車
排
ガ
ス
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

【
外
部
か
ら
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
変
更
計
画
に
よ

る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
発
電

所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
の
一
部
に
つ
い
て
変
更
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
沿
道
に
住
居
等
が
存
在
す
る
範
囲
は
工
事
用
車
両
の
通
行
量

が
減
少
し
ピ
ー
ク
月
に
お
け
る
二
酸
化
窒
素
の
総
排
出
量
は
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行

に
伴
い
、
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が

存
在
し
工
事
用
車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
排
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
二
酸
化
窒
素
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に

選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交
通
ル
ー
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
蒲
生
仮
設
用
地
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
、
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存
在

し
工
事
用
車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
二

酸
化
窒
素
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定

す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
で
は
工
事
用
車
両
は
通
行
し
な
い
計
画
と

し
て
お
り
、
工
事
中
に
つ
い
て
は
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交

通
ル
ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
大
郷
町
受
入
場
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
大
郷
町
受
入
場
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
主
な
交

通
ル
ー
ト
と
な
る
国
道
45
号
に
お
け
る
平
日
の
現
況
交
通
量
40
,5
23
～

40
,8
44
台
/日

に
対
し
ピ
ー
ク
月
に
お
け
る
工
事
用
車
両
の
通
行
台
数
は

40
台
/日

で
あ
り
そ
の
割
合
は
約
0.
1％

と
僅
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
二
酸
化
窒
素
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
再
予
測

評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

－
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         ○
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

大
気
質
 

二
酸
化
窒
素
 

※
 

工
事
 
 
重
機
の
稼
働
 

 
工
事
時
に
お
け
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
排
ガ

ス
を
排
出
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す

る
。
 

 
計
画
地
は
既
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
土

地
造
成
は
必
要
な
い
こ
と
か
ら
、
工
事
量
は
少
な

い
。
ま
た
、
計
画
地
周
辺
は
用
途
地
域
境
界
か
ら

約
１
km
以
上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
で
あ

り
、
周
辺
に
住
居
、
学
校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、

影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
、
配
慮
項
目
と
す
る
。
 

【
発
電
所
建
設
予
定
地
】
 

 
工
事
に
よ
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
変
更
計
画

に
よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
稼
働

す
る
工
事
用
重
機
の
種
類
及
び
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
と
な

る
。
ま
た
、
計
画
地
の
位
置
に
変
更
は
な
く
、
用
途
地
域
境
界
か
ら
約
１

km
以
上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
内
に
位
置
す
る
た
め
、
周
辺
に
住

居
、
学
校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、
影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測

評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
工
事
事
務
所
・
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
】
 

 
工
事
用
資
材
の
積
み
降
ろ
し
時
又
は
工
事
事
務
所
の
建
築
時
に
ラ
フ

タ
ー
ク
レ
ー
ン
等
の
重
機
を
使
用
し
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
使
用
す
る

重
機
は
一
時
的
な
稼
働
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お

り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
】
 

 
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
場
に
お
い
て
、
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
期
間
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
等
の
重
機
を
使
用
し
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
蒲
生
仮
設
用
地
の
周

辺
に
は
蒲
生
干
潟
等
が
存
在
し
、
重
機
の
稼
働
に
伴
う
排
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
二
酸
化
窒
素
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に

選
定
す
る
。
 

 
蒲
生
仮
設
用
地
に
お
け
る
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
は
、
評
価
書
時
点
よ
り

新
た
に
計
画
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

－
          －
      ○
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

大
気
質
 

浮
遊
粒
子
状
物
質
 

○
 

工
事
 

 
 
資
材
等
の
運
搬
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出

す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存

在
し
自
動
車
排
ガ
ス
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

【
外
部
か
ら
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
変
更
計
画
に
よ

る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
発
電

所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
の
一
部
に
つ
い
て
変
更
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
沿
道
に
住
居
等
が
存
在
す
る
範
囲
は
工
事
用
車
両
の
通
行
量

が
減
少
し
ピ
ー
ク
月
に
お
け
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
総
排
出
量
は
減
少

す
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行

に
伴
い
、
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が

存
在
し
工
事
用
車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
排
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項

目
に
選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交
通
ル
ー
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
蒲
生
仮
設
用
地
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
、
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存
在

し
工
事
用
車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
浮

遊
粒
子
状
物
質
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に

選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
で
は
工
事
用
車
両
は
通
行
し
な
い
計
画
と

し
て
お
り
、
工
事
中
に
つ
い
て
は
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交

通
ル
ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
大
郷
町
受
入
場
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
大
郷
町
受
入
場
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
自
動
車
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
主
な
交

通
ル
ー
ト
と
な
る
国
道
45
号
に
お
け
る
平
日
の
現
況
交
通
量
40
,5
23
～

40
,8
44
台
/日

に
対
し
ピ
ー
ク
月
に
お
け
る
工
事
用
車
両
の
通
行
台
数
は

40
台
/日

で
あ
り
そ
の
割
合
は
約
0.
1％

と
僅
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
浮
遊

粒
子
状
物
質
素
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
再
予
測

評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

大
気
質
 

浮
遊
粒
子
状
物
質
 

※
 

工
事
 
 
重
機
の
稼
働
 

 
工
事
時
に
お
け
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
排
ガ

ス
を
排
出
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す

る
。
 

 
計
画
地
は
既
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
土

地
造
成
は
必
要
な
い
こ
と
か
ら
、
工
事
量
は
少
な

い
。
ま
た
、
計
画
地
周
辺
は
用
途
地
域
境
界
か
ら

約
１
km
以
上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
で
あ

り
、
周
辺
に
住
居
、
学
校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、

影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
、
配
慮
項
目
と
す
る
。
 

【
発
電
所
建
設
予
定
地
】
 

 
工
事
に
よ
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
変
更
計
画

に
よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
稼
働

す
る
工
事
用
重
機
の
種
類
及
び
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
と
な

る
。
ま
た
、
計
画
地
の
位
置
に
変
更
は
な
く
、
用
途
地
域
境
界
か
ら
約
１

km
以
上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
内
に
位
置
す
る
た
め
、
周
辺
に
住

居
、
学
校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、
影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測

評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
工
事
事
務
所
・
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
】
 

 
工
事
用
資
材
の
積
み
降
ろ
し
時
及
び
工
事
事
務
所
の
建
築
時
に
ラ
フ

タ
ー
ク
レ
ー
ン
等
の
重
機
を
使
用
し
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
が
、
使
用
す
る

重
機
は
一
時
的
な
稼
働
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お

り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
】
 

 
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
場
に
お
い
て
、
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
期
間
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
等
の
重
機
を
使
用
し
排
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
蒲
生
仮
設
用
地
の
周

辺
に
は
蒲
生
干
潟
等
が
存
在
し
、
重
機
の
稼
働
に
伴
う
排
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項

目
に
選
定
す
る
。
 

 
蒲
生
仮
設
用
地
に
お
け
る
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
は
、
評
価
書
時
点
よ
り

新
た
に
計
画
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

－
          －
      ○
    

 
粉
じ
ん
 

※
 

工
事
 

 
 
資
材
等
の
運
搬
 

 
車
両
の
走
行
を
行
い
積
荷
等
よ
り
粉
じ
ん
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目

に
選
定
す
る
。
 

 
工
事
時
に
お
け
る
残
土
等
の
輸
送
及
び
供
用

時
に
お
け
る
燃
料
等
の
輸
送
に
お
い
て
は
粉
じ

ん
飛
散
防
止
シ
ー
ト
の
展
張
等
の
環
境
保
全
措

置
を
実
施
す
る
た
め
、
粉
じ
ん
に
よ
る
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
配
慮
項

目
と
す
る
。
 

【
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

【
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

【
蒲
生
仮
設
用
地
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

【
大
郷
町
受
入
場
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
車
両
の
走
行
を
行
い
積
荷
等
よ
り
粉
じ
ん
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
変
更
計
画
に
よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ

ぼ
同
等
で
あ
り
、
工
事
時
の
車
両
通
行
量
の
変
更
は
計
画
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
供
用
時
の
車
両
通
行
量
に
つ
い
て
も
変
更
は
計
画
し
て
い
な
い
。
 

 
工
事
時
に
お
け
る
残
土
等
の
輸
送
及
び
供
用
時
に
お
け
る
資
材
等
の

輸
送
に
お
い
て
は
粉
じ
ん
飛
散
防
止
シ
ー
ト
の
展
張
等
の
環
境
保
全
措

置
を
実
施
す
る
た
め
、
粉
じ
ん
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価

項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

－
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

大
気
質
 

粉
じ
ん
 

※
 

工
事
 
 
重
機
の
稼
働
 

 
掘
削
等
に
よ
り
一
時
的
に
裸
地
が
発
生
し
、
強

風
に
よ
り
粉
じ
ん
が
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
掘
削
等
に
当
た
っ
て
は
、
散
水
等
に
よ
る
粉
じ

ん
の
発
生
・
飛
散
に
対
す
る
環
境
保
全
措
置
を
実

施
す
る
た
め
、
粉
じ
ん
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
配
慮
項
目
と
す

る
。
 

【
発
電
所
建
設
予
定
地
】
 

 
掘
削
等
に
よ
り
一
時
的
に
裸
地
が
発
生
し
、
強
風
に
よ
り
粉
じ
ん
が
飛

散
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
変
更
計
画
に
よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は

評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
 

 
ま
た
、
掘
削
等
に
当
た
っ
て
は
、
散
水
等
に
よ
る
粉
じ
ん
の
発
生
・
飛

散
に
対
す
る
環
境
保
全
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
粉
じ
ん
に
よ
る
影
響
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮

項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
工
事
事
務
所
・
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
】
 

 
工
事
用
資
材
の
積
み
降
ろ
し
時
又
は
工
事
事
務
所
の
建
築
時
に
は
、
粉

じ
ん
を
発
生
す
る
行
為
は
行
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は

選
定
し
な
い
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
】
 

 
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
場
に
お
い
て
、
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
期
間
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
等
の
重
機
を
使
用
し
て
土
砂
の
積
み
降
ろ
し
、
敷
き
均
し
等
を
行

い
、
一
時
的
な
粉
じ
ん
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
。
蒲
生
仮
設
用
地
の
周
辺

に
は
蒲
生
干
潟
等
が
存
在
し
、
粉
じ
ん
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
蒲
生
仮
設
用
地
に
お
け
る
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
は
、
評
価
書
時
点
よ
り

新
た
に
計
画
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
こ
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

－
         －
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

騒
 
音
 

 
○
 

工
事
 

 
 
資
材
等
の
運
搬
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
騒
音
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存

在
し
騒
音
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

般
項
目
と
す
る
。
 

【
外
部
か
ら
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
騒
音
が
発
生
す
る
が
、
変
更
計
画
に
よ
る
工
事
内

容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
発
電
所
建
設
予

定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
の
一
部
に
つ
い
て
変
更
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

沿
道
に
住
居
等
が
存
在
す
る
範
囲
は
工
事
用
車
両
の
通
行
量
が
減
少
し

小
型
車
換
算
交
通
量
は
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選

定
し
な
い
。
 

 【
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行

に
伴
い
、
騒
音
が
発
生
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存
在
し
工

事
用
車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
交
通
騒
音
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交
通
ル
ー
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
蒲
生
仮
設
用
地
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
、
騒
音
が
発
生
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存
在
し
工
事
用

車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
交
通
騒
音
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
で
は
工
事
用
車
両
は
通
行
し
な
い
計
画
と

し
て
お
り
、
工
事
中
に
つ
い
て
は
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交

通
ル
ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
大
郷
町
受
入
場
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
大
郷
町
受
入
場
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
騒
音
が
発
生
す
る
が
、
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
主
な
交
通
ル
ー
ト

と
な
る
国
道
45
号
に
お
け
る
平
日
の
現
況
交
通
量
40
,5
23
～
40
,8
44
台
/

日
に
対
し
ピ
ー
ク
月
に
お
け
る
工
事
用
車
両
の
通
行
台
数
は
40
台
/日

で
あ
り
そ
の
割
合
は
約
0.
1％

と
僅
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
自
動
車

交
通
騒
音
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
再
予
測
評
価

項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

騒
 
音
 

 
※
 

工
事
 
 
重
機
の
稼
働
 

 
工
事
時
に
お
け
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
騒
音

が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す

る
。
 

 
計
画
地
は
既
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
土

地
造
成
は
必
要
な
い
こ
と
か
ら
、
工
事
量
は
少
な

い
。
ま
た
、
計
画
地
周
辺
は
用
途
地
域
境
界
か
ら

約
１
km
以
上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
で
あ

り
、
周
辺
に
住
居
、
学
校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、

影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
、
配
慮
項
目
と
す
る
。
 

【
発
電
所
建
設
予
定
地
】
 

 
工
事
に
よ
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
騒
音
が
発
生
す
る
が
、
変
更
計
画
に

よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
稼
働
す

る
工
事
用
重
機
の
種
類
及
び
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
。

ま
た
、
計
画
地
の
位
置
に
変
更
は
な
く
、
用
途
地
域
境
界
か
ら
約
１
km
以

上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
内
に
位
置
す
る
た
め
、
周
辺
に
住
居
、
学

校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、
影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項

目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
工
事
事
務
所
・
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
】
 

 
工
事
用
資
材
の
積
み
降
ろ
し
時
又
は
工
事
事
務
所
の
建
築
時
に
ラ
フ

タ
ー
ク
レ
ー
ン
等
の
重
機
を
使
用
し
騒
音
が
発
生
す
る
が
、
使
用
す
る
重

機
は
一
時
的
な
稼
働
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
騒
音
規
制
法
」
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
使
用
及
び
特
定
建
設
作
業
の
実
施
は
行
わ
な
い
こ
と
か

ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選

定
し
な
い
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
】
 

 
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
場
に
お
い
て
、
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
期
間
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
等
の
重
機
を
使
用
し
騒
音
が
発
生
す
る
。
蒲
生
仮
設
用
地
の
周
辺

に
は
蒲
生
干
潟
等
が
存
在
し
、
重
機
の
稼
働
に
伴
う
騒
音
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
蒲
生
仮
設
用
地
に
お
け
る
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
は
、
評
価
書
時
点
よ
り

新
た
に
計
画
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

振
 
動
 

 
○
 

工
事
 

 
 
資
材
等
の
運
搬
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
振
動
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存

在
し
振
動
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

般
項
目
と
す
る
。
 

【
外
部
か
ら
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
車
両
の
走
行
に
伴
い
振
動
が
発
生
す
る
が
、
変
更
計
画
に
よ
る
工
事
内

容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
発
電
所
建
設
予

定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
の
一
部
に
つ
い
て
変
更
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

沿
道
に
住
居
等
が
存
在
す
る
範
囲
は
工
事
用
車
両
の
通
行
量
が
減
少
し

小
型
車
換
算
交
通
量
は
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選

定
し
な
い
。
 

 【
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行

に
伴
い
、
振
動
が
発
生
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存
在
し
工

事
用
車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
交
通
振
動
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交
通
ル
ー
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
蒲
生
仮
設
用
地
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
、
振
動
が
発
生
す
る
。
本
ル
ー
ト
の
沿
道
に
住
居
等
が
存
在
し
工
事
用

車
両
の
通
行
期
間
に
お
い
て
自
動
車
交
通
振
動
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
で
は
工
事
用
車
両
は
通
行
し
な
い
計
画
と

し
て
お
り
、
工
事
中
に
つ
い
て
は
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交

通
ル
ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
大
郷
町
受
入
場
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
大
郷
町
受
入
場
の
間
の
工
事
用
車
両
の
走
行
に
伴

い
振
動
が
発
生
す
る
が
、
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
主
な
交
通
ル
ー
ト

と
な
る
国
道
45
号
に
お
け
る
平
日
の
現
況
交
通
量
40
,5
23
～
40
,8
44
台
/

日
に
対
し
ピ
ー
ク
月
に
お
け
る
工
事
用
車
両
の
通
行
台
数
は
40
台
/日

で
あ
り
そ
の
割
合
は
約
0.
1％

と
僅
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
自
動
車

交
通
振
動
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
再
予
測
評
価

項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

－
        ○
        ○
         －
 

33



本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

振
 
動
 

 
※
 

工
事
 
 
重
機
の
稼
働
 

 
工
事
時
に
お
け
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
振
動

が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選
定
す

る
。
 

 
計
画
地
は
既
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
土

地
造
成
は
必
要
な
い
こ
と
か
ら
、
工
事
量
は
少
な

い
。
ま
た
、
計
画
地
周
辺
は
用
途
地
域
境
界
か
ら

約
１
km
以
上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
で
あ

り
、
周
辺
に
住
居
、
学
校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、

影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
、
配
慮
項
目
と
す
る
。
 

【
発
電
所
建
設
予
定
地
】
 

 
工
事
に
よ
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
振
動
が
発
生
す
る
が
、
変
更
計
画
に

よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
稼
働
す

る
工
事
用
重
機
の
種
類
及
び
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
。

ま
た
、
計
画
地
の
位
置
に
変
更
は
な
く
、
用
途
地
域
境
界
か
ら
約
１
km
以

上
離
れ
て
い
る
工
業
専
用
地
域
内
に
位
置
す
る
た
め
、
周
辺
に
住
居
、
学

校
、
病
院
等
は
存
在
せ
ず
、
影
響
を
受
け
る
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項

目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
工
事
事
務
所
・
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
】
 

 
工
事
用
資
材
の
積
み
降
ろ
し
時
又
は
工
事
事
務
所
の
建
築
時
に
ラ
フ

タ
ー
ク
レ
ー
ン
等
の
重
機
を
使
用
し
振
動
が
発
生
す
る
が
、
使
用
す
る
重

機
は
一
時
的
な
稼
働
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
振
動
規
制
法
」
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
使
用
及
び
特
定
建
設
作
業
の
実
施
は
行
わ
な
い
こ
と
か

ら
、
評
価
書
に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選

定
し
な
い
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
】
 

 
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
場
に
お
い
て
、
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
期
間
に
バ
ッ

ク
ホ
ウ
等
の
重
機
を
使
用
し
振
動
が
発
生
す
る
。
蒲
生
仮
設
用
地
の
周
辺

に
は
蒲
生
干
潟
等
が
存
在
し
、
重
機
の
稼
働
に
伴
う
振
動
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
蒲
生
仮
設
用
地
に
お
け
る
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
は
、
評
価
書
時
点
よ
り

新
た
に
計
画
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

－
         

 
－
       

 
○
  

水
質
 

水
の
濁
り
 

※
 

工
事
 
 
工
事
に
伴
う
排
水
 

 
工
事
に
お
い
て
水
の
濁
り
を
伴
う
排
水
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
と
し
て
選
定
す

る
。
 

 
排
水
は
前
面
海
域
で
あ
る
公
共
用
水
域
に
排

水
す
る
が
沈
砂
槽
等
に
よ
る
処
理
を
行
う
環
境

保
全
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
水
の
濁
り
に
よ
る

影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
配
慮
項
目
と
す
る
。
 

【
発
電
所
建
設
予
定
地
】
 

 
工
事
に
お
い
て
水
の
濁
り
を
伴
う
排
水
が
発
生
す
る
が
、
変
更
計
画
に

よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。
 

 
排
水
は
前
面
海
域
で
あ
る
公
共
用
水
域
に
排
水
す
る
が
沈
砂
槽
等
に

よ
る
処
理
を
行
う
環
境
保
全
措
置
を
実
施
す
る
計
画
に
変
更
な
く
、
水
の

濁
り
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
評
価
書

に
示
す
と
お
り
配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
工
事
事
務
所
・
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
】
 

 
工
事
用
資
材
の
積
み
降
ろ
し
時
、
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
時
及
び
工
事
事

務
所
の
建
築
時
に
は
、
水
の
濁
り
が
発
生
す
る
行
為
は
行
わ
な
い
こ
と
か

ら
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
】
 

 
埋
戻
し
土
の
仮
置
き
場
に
お
い
て
雨
水
濁
水
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る

が
、
仮
設
沈
殿
槽
に
よ
り
処
理
を
行
う
環
境
保
全
措
置
を
実
施
す
る
た

め
、
水
の
濁
り
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

配
慮
項
目
と
し
、
再
予
測
評
価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

－
       

 
－
    

 
－
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本
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
３
年
度
第
３
回
審
査
会
（
令
和
３
年
８
月
５
日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
 

○
 

工
事
 

 
 
資
材
等
の
運
搬
 

 
本
事
業
の
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
近
傍
に
自

然
と
の
触
れ
合
い
の
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
評
価

項
目
と
し
て
選
定
す
る
。
 

 
本
事
業
の
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
が
、
自
然
と
の

触
れ
合
い
の
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
と
重
複

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す

る
。
 

【
外
部
か
ら
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
近
傍
に
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
が
あ
る
が
、

変
更
計
画
に
よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同

等
で
あ
る
。
発
電
所
建
設
予
定
地
近
傍
の
交
通
ル
ー
ト
の
一
部
に
つ
い
て

変
更
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
沿
道
に
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
が
存
在
す

る
範
囲
は
工
事
用
車
両
の
通
行
量
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価

項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

 【
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
七
ヶ
浜
仮
設
用
地
等
の
間
の
主
要
な
交
通
ル
ー
ト

の
近
傍
に
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
が
あ
り
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場

へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
と
重
複
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測

評
価
項
目
と
し
て
選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交
通
ル
ー
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
蒲
生
仮
設
用
地
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
蒲
生
仮
設
用
地
の
間
の
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
近

傍
に
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
が
あ
り
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
と
重
複
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価

項
目
と
し
て
選
定
す
る
。
 

 
本
ル
ー
ト
は
、
評
価
書
時
点
よ
り
新
た
に
計
画
す
る
交
通
ル
ー
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 【
大
郷
町
受
入
場
へ
の
交
通
ル
ー
ト
】
 

 
工
事
事
務
所
等
～
大
郷
町
受
入
場
の
間
の
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
近
傍

に
つ
い
て
、
発
電
所
建
設
予
定
地
の
周
辺
に
は
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場

が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
と
し
て
選
定
し
な
い
。
 

－
        ○
        ○
        －
  

 
－
 

工
事
 
 
重
機
の
稼
働
 

－
 

【
蒲
生
仮
設
用
地
】
 

 
埋
戻
し
土
仮
置
き
場
と
し
て
使
用
し
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
重
機
が
稼
働

す
る
蒲
生
仮
設
用
地
の
近
傍
に
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
で
あ
る
蒲
生

干
潟
等
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
と
し
て
選
定
す
る
。
 

 
蒲
生
仮
設
用
地
に
お
け
る
重
機
の
稼
働
に
伴
う
大
気
質
、
騒
音
、
振
動

に
よ
り
、
蒲
生
干
潟
等
の
利
用
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

○
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年
８
月
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日
開
催
）
で
報
告
し
た
内
容
に
対
し
追
記
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

評
価
書
記
載
事
項
 

再
予
測
評
価
 

環
境
影
響
要
素
 

選
定
 

 
環
境
影
響
要
因
 

評
価
項
目
に
選
定
し
た
理
由
 

（
再
予
測
評
価
項
目
）
 

選
定
し
た
理
由
、
又
は
選
定
し
な
い
理
由
 

選
定
 

廃
棄
物
等
 

廃
棄
物
 

○
 

工
事
 

  

 
切
土
・
盛
土
・
発
破

・
掘
削
等
 

 
建
築
物
等
の
建
築
 

 
工
事
時
及
び
供
用
時
に
お
い
て
廃
棄
物
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
と
し
て
選
定
す

る
。
 

 
発
生
し
た
廃
棄
物
は
計
画
地
外
で
処
理
・
処
分

す
る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 
工
事
時
及
び
供
用
時
に
お
い
て
廃
棄
物
が
発
生
す
る
が
、
変
更
計
画
に

よ
る
工
事
内
容
及
び
工
事
量
は
評
価
書
に
示
し
た
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
で

あ
り
廃
棄
物
の
発
生
量
は
評
価
書
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
た
め
、
予

測
結
果
は
評
価
書
に
示
す
内
容
よ
り
変
化
し
な
い
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評

価
項
目
に
は
選
定
し
な
い
。
 

－
  

 
残
 
土
 

○
 

工
事
 
 
切
土
・
盛
土
・
発
破

・
掘
削
等
 

 
工
事
時
に
お
い
て
残
土
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
評
価
項
目
と
し
て
選
定
す
る
。
 

 
発
生
し
た
残
土
は
計
画
地
外
で
処
理
・
処
分
す

る
こ
と
か
ら
、
一
般
項
目
と
す
る
。
 

 
工
事
時
に
お
い
て
残
土
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評
価
項
目
と

し
て
選
定
す
る
。
 

 
発
生
す
る
残
土
量
等
が
評
価
書
時
点
よ
り
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、
一
般

項
目
と
す
る
。
 

○
  

温
室

効
果

ガ
ス
等
 

二
酸
化
炭
素
 

○
 

工
事
 

 

 
資
材
等
の
運
搬
 

 
車
両
の
走
行
及
び
船
舶
の
航
行
に
伴
い
二
酸

化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
目
に
選

定
す
る
。
 

 
本
事
業
に
お
け
る
関
係
車
両
の
走
行
及
び
関

係
船
舶
の
航
行
に
よ
り
相
当
量
の
二
酸
化
炭
素

を
排
出
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
項
目
と
す
る
。
 

 
工
事
用
車
両
の
運
行
計
画
を
変
更
し
、
車
両
の
走
行
に
伴
う
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
が
変
更
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
予
測
評

価
項
目
に
選
定
す
る
。
 

 
工
事
用
車
両
の
通
行
台
数
や
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
の
一
部
に
つ
い
て

評
価
書
時
点
の
計
画
よ
り
変
更
し
走
行
距
離
等
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
一
般
項
目
と
し
て
選
定
す
る
。
 

〇
  

 
 

※
 

工
事
 
 
重
機
の
稼
働
 

 
工
事
時
に
お
け
る
重
機
の
稼
働
に
伴
い
二
酸

化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
項
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3．項目ごとの調査・予測・評価の結果 

3.1 大気質 

3.1.1 現況調査 

(1) 調査内容 

 再予測評価に係る調査内容は表3.1-1のとおりであり、大気汚染物質濃度、気象及びその他（施

設形状等の状況、発生源の状況等）の状況とした。 

 

表 3.1-1 調査内容（大気質） 

項 目 調 査 内 容 

大気質 

① 大気汚染物質濃度 

・二酸化窒素(公定法、簡易法) 

・浮遊粒子状物質(公定法) 

② 気 象 

・地上気象（風向、風速、日射量、放射収支量） 

③ その他 

・工事用車両運行計画 

・埋戻し土仮置きの状況 

・計画建築物の形状等の状況 

・発生源の状況 

・拡散に影響を及ぼす地形等の状況 

・周辺の人家・施設等の状況 

・交通量等の状況 

 

(2) 調査方法 

 調査方法は、表3.1-2のとおりとした。 

 

表 3.1-2 調査方法（大気質） 

調査内容 調 査 方 法 

① 大気汚染物質

濃度 

二酸化窒素(公定法) 

浮遊粒子状物質(公定法)
既存資料調査 

 「令和３年版宮城県環境白書(資料編)」（令和４

年、宮城県HP）及び「宮城県大気汚染常時監視情

報」（2022年６月閲覧、宮城県HP）より塩釜自動車

排ガス測定局（以下、「塩釜自排局」という。）及

び中野一般環境大気測定局（以下、「中野環境局」

という。）のデータを収集し解析した。 

 また、評価書に示す調査結果の整理及び解析を

行った。 

二酸化窒素(簡易法) 現地調査 
 評価書に示す方法で現地調査を実施し、調査結

果の整理及び解析を行った。 

② 気 象 
地上気象（風向、風速、

日射量、放射収支量） 
既存資料調査 

 評価書に示す調査結果の整理及び解析を行っ

た。 

③ その他 

工事用車両運行計画 

埋戻し土仮置きの状況 

既存資料調査 

 工事計画を基に整理した。 

発生源の状況 

 評価書に示す調査結果の整理及び解析を行っ

た。 

拡散に影響を及ぼす地形

等の状況 

周辺の人家・施設等の状

況 

交通量等の状況 

 

  

38



 

(3) 調査地域及び調査地点 

① 主要な交通ルート及びその周辺 

 調査地域は、工事事務所等から七ヶ浜仮設用地等又は蒲生仮設用地の間を通行する主な交通

ルートから、住居等の保全対象が立地する範囲を含む半径約３kmの範囲とした。 

 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間を通行する主な交通ルートの沿道については、住居等

の保全対象が立地する２地点（調査地点１～２）で二酸化窒素（簡易法）、交通量等の現地調査

を実施した。工事事務所等～蒲生仮設用地等の間を通行する主な交通ルートの沿道については、

住居等の保全対象が立地する１地点（調査地点３）が評価書において「調査地点４」として記

した調査地点と同一であることから、既存資料調査として評価書に示した調査結果の整理及び

解析を行った。 

 また、既存資料の調査地点として、塩釜自排局、中野環境局及び発電所計画地について、既

存資料の整理及び解析を行った。 

 既存資料及び現地調査の調査地点は、表 3.1-3及び図 3.1-1のとおりである。 

 

表 3.1-3 大気質調査地点（主要な交通ルート及びその周辺） 

調査内容 地点名 調査方法 所在地 

主要な交通

ルート及び

その周辺 

・道路沿道 

大気 

・交通量等 

① 現地調査 県道23号 宮城県多賀城市大代3-7-72地先 

② 現地調査 
塩釜港区臨港道路

東宮幹線 
宮城県宮城郡七ヶ浜町境山2-1地先 

③ 既存資料調査
仙台港区臨港道路

蒲生幹線 
仙台市宮城野区蒲生1-5-1地先 

・環境大気 

Ａ 既存資料調査 塩釜自排局 
塩竃市港町2-9 

中の島中央公園敷地西 

Ｂ 既存資料調査 中野環境局 
仙台市宮城野区中野字西原152 

仙台市立中野小学校校庭 

・地上気象 Ｃ 既存資料調査 計画地 宮城県仙台市宮城野区港４丁目 

 

② 蒲生仮設用地及びその周辺 

 調査地域は、埋戻し土の仮置に伴う重機の稼働により大気質の変化が想定される地域とし、

蒲生仮設用地から、蒲生干潟等の保全対象が立地する範囲を含む半径約３kmの範囲とした。 

 既存資料の調査地点は中野環境局及び発電所計画地等とした。 

 既存資料の調査地点は、表 3.1-4及び図 3.1-1のとおりである。 

 

表 3.1-4 大気質調査地点（蒲生仮設用地及びその周辺） 

調査内容 地点名 調査方法 所在地 

蒲生仮設用

地及びその

周辺 

・環境大気 Ｂ 既存資料調査 中野環境局 
仙台市宮城野区中野字西原152 

仙台市立中野小学校校庭 

・地上気象 Ｃ 既存資料調査 計画地 宮城県仙台市宮城野区港４丁目 
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図 3.1-1 大気質の調査地点 
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(4) 調査結果 

① 大気質の状況 

ア．二酸化窒素 

(ｱ) 二酸化窒素（公定法） 

 塩釜自排局及び中野環境局における二酸化窒素の調査結果は、表3.1-5のとおりである。 

 塩釜自排局の2020年度における二酸化窒素濃度の日平均値の年間98％値は0.027ppmであり、

環境基準（日平均値の年間98％値が0.04～0.06ppm以下であること）に適合していた。また、１

時間値の最高値は0.054ppmであり、短期の指針（１時間値が0.1から0.2ppm以下であること）に

ついても適合していた。 

 また、中野環境局の2020年度における二酸化窒素濃度の日平均値の年間98％値は0.023ppmで

あり、環境基準（日平均値の年間98％値が0.04～0.06ppm以下であること）に適合していた。ま

た、１時間値の最高値は0.062ppmであり、短期の指針（１時間値が0.1から0.2ppm以下であるこ

と）についても適合していた。 

 

表 3.1-5 二酸化窒素調査結果（公定法） 

調査地点 

有効 
測定 
日数 

測定 
時間 

年平 
均値 

１時間
値の 
最高値

日平均値が 
0.06ppmを 
超えた日数 
とその割合 

日平均値が 
0.04ppm以上 
0.06ppm以下の
日数とその割合

日平均値の 
年間98％値 

98％値評価に
よる日平均値
が0.06ppmを 
超えた日数 

日 時間 ppm ppm 日 ％ 日 ％ ppm 日 

塩釜自排局 354 8567 0.010 0.054 0 0 0 0 0.027 0 

中野環境局 348 8410 0.010 0.062 0 0 0 0 0.023 0 

注：各調査地点における調査期間は、2020 年度である。 

〔「令和３年版 宮城県環境白書（資料編）」（令和４年、宮城県HP）より作成〕 

 

(ｲ) 二酸化窒素（簡易法） 

 再予測評価に当たり実施した主な交通ルートの沿道における簡易法による二酸化窒素の

調査地点は、図 3.1-1に示すとおりである。工事事務所～七ヶ浜仮設用地等の間の主要な交

通ルートの沿道２地点について現地調査を実施した。 

 現地調査による二酸化窒素（簡易法）の期間平均値は表 3.1-6のとおり0.008～0.022ppm

であり、調査期間において全ての調査地点で環境基準（日平均値が0.04～0.06ppm以下）を

下回っていた。 

 

  

41



 

表 3.1-6 二酸化窒素調査結果（簡易法） 

調査地点 
調査 

時期 

有効測定日数 

(日) 

期間平均値 

(ppm) 

日平均値の最高値 

(ppm) 

環境基準 

(参考) 

主な 

交通ルート 

沿道 

① 

(現地調査) 

夏季 7 0.009 0.015 

１時間値の１日平

均値が0.04ppmか

ら0.06 ppmまでの

ゾーン内又はそれ

以下であること。

冬季 7 0.022 0.032 

全期間 14 0.016 0.032 

② 

(現地調査) 

夏季 7 0.008 0.015 

冬季 7 0.020 0.029 

全期間 14 0.014 0.029 

③ 

(既存資料) 

春季 7 0.017 0.027 

夏季 7 0.011 0.017 

秋季 7 0.033 0.041 

冬季 7 0.025 0.045 

全期間 28 0.022 0.045 

注：１．本調査結果は、簡易法による測定であり、「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53 年、環境庁告示第 38
号）に規定された測定方法ではないため、環境基準は参考として記載した。 

  ２．調査期間は、下表のとおり。 

調査地点 調査方法 季節 調査期間 

①、② 現地調査 
夏季 2021 年８月 20日～26 日 

冬季 2021 年 12 月 17 日～23 日 

③ 既存資料調査

春季 2017 年５月 19日～５月 25日 

夏季 2016 年８月 24日～８月 30日 

秋季 2016 年 11 月 15 日～11 月 21 日 

冬季 2017 年２月 17日～２月 23日 

 

イ．浮遊粒子状物質（公定法） 

 塩釜自排局及び中野環境局における浮遊粒子状物質の調査結果は、表3.1-7のとおりである。 

 塩釜自排局の2020年度における浮遊粒子状物質濃度の日平均値の年間２％除外値は0.042 

mg/㎥であり、１時間値の最高値は0.092 mg/㎥であることから、長期的評価（平均値の年間２％

除外値が0.10mg/㎥以下であること）及び短期的評価（１時間値が0.20mg/㎥以下であること）

とも環境基準に適合していた。 

 また、中野環境局の2020年度における浮遊粒子状物質濃度の日平均値の年間２％除外値は

0.031 mg/㎥であり、１時間値の最高値は0.125 mg/㎥であることから、長期的評価（平均値の

年間２％除外値が0.10mg/㎥以下であること）及び短期的評価（１時間値が0.20mg/㎥以下であ

ること）とも環境基準に適合していた。 
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表 3.1-7 浮遊粒子状物質調査結果（公定法） 

調
査
地
点 

有 
効 
測 
定 
日 
数 

測 
定 
時 
間 

年 
平 
均 
値 

１時間値が 
0.20mg/㎥ 

を超えた 
時間数と 
その割合 

日平均値が
0.10mg/㎥ 

を超えた 
日数と 
その割合 

１時間
値の 
最高値

日
平
均
値
の 

年
間
２
％
除
外
値 

日平均値 
が0.10  
mg/㎥を 
超えた日
数が２日
以上連続
したこと
の有無 

環境基準
の長期的
評価によ
る日平均
値が0.10 
mg/㎥を超
えた日数 

環境基準
の適否 

短期 長期

日 時間 mg/㎥ 時間 ％ 日 ％ mg/㎥ mg/㎥ － 日 － －

塩釜自排局 357 8656 0.022 0 0 0 0 0.092 0.042 無 0 ○ ○

中野環境局 359 8610 0.013 0 0 0 0 0.125 0.031 無 0 ○ ○

注：各調査地点における調査期間は、2020 年度である。 

〔「令和３年版 宮城県環境白書（資料編）」（令和４年、宮城県HP）より作成〕 

 

3.1.2 予 測 

(1) 工事による影響（資材等の運搬による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

① 予測内容、予測方法等 

 予測内容、予測方法等は、評価書に示すとおりとした。 

 

② 予測地域・予測地点 

 予測地域は、工事事務所等から七ヶ浜仮設用地等又は蒲生仮設用地の間を通行する主な交通

ルートから、住居等の保全対象が立地する範囲を含む半径約３kmの範囲とした。 

 予測地点は、想定される工事用車両の主な通行ルートの沿道であり、近傍に住居等が存在す

る場所として、図 3.1-2に示す３地点とした。 

 なお、工事事務所等～蒲生仮設用地間の主な交通ルート沿道に位置する予測地点３は、評価

書において供用による影響（資材・製品・人等の運搬・輸送）における「予測地点４」として

選定していた。 

 予測高さは、沿道の環境条件を考慮して地上1.5ｍ（１階相当）及び4.5ｍ（２階相当）とし

た。 
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図 3.1-2 大気質の予測地点（工事用車両の走行） 
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③ 予測対象時期 

 予測対象時期は、予測地点を通行する工事用車両による窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の月

別排出量が最大となる時期とし、工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間のルートは 2023 年７月

（着工後 18ヶ月目）、工事事務所等～蒲生仮設用地間のルートは 2023 年１月（着工後 12 ヶ月

目）とした。 

 工事用車両の通行時間帯は平日の８時～19 時（昼休み１時間を含む）であることから、工事

用車両の通行時間は平日の 10 時間／日とした。 

 

④ 予測条件 

ア．道路条件 

 予測地点の道路条件は、表 3.1-8 のとおりである。また、予測地点の道路断面は、図 3.1-3

のとおりである。 

 

表 3.1-8 予測地点の道路条件（工事用車両の走行） 

予測地点 路線名 位 置 道路構造 

① 県道23号 宮城県多賀城市大代3-7-72地先 平面 

② 塩釜港区臨港道路 東宮幹線 宮城県宮城郡七ヶ浜町境山2-1地先 平面 

③ 仙台港区臨港道路 蒲生幹線 仙台市宮城野区蒲生1-5-1地先 平面 

 

注：図中数値の単位は「ｍ」とする。 

図 3.1-3(1) 予測地点の道路断面（工事用車両の走行：予測地点①） 

 

 

注：図中数値の単位は「ｍ」とする。 

図 3.1-3(2) 予測地点の道路断面（工事用車両の走行：予測地点②） 
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注：図中数値の単位は「ｍ」とする。 

図 3.1-3(3) 予測地点の道路断面（工事用車両の走行：予測地点③） 

 

イ．工事用車両通行台数 

 工事用車両の交通量は表 3.1-9 のとおりであり、工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間の 

ルート及び工事事務所等～蒲生仮設用地の間のルートについて、ピーク月における車種別通行

台数を当該ピーク月における工事日数で除して小数点以下を繰り上げ算出した。 

 

表 3.1-9 工事用車両の交通量 

予測地点 

予測地点：①、② 予測地点：③ 

ピーク月 着工後 18 ヶ月目（2023 年 7月） 着工後 12 ヶ月目（2023 年 1月） 

ピーク月の工事日数 24 日 [a] 24 日 [e] 

車 種 

往復 
台数 

(台/月) 
 

片道 
台数 

(台/日)
 

片道 
台数 

(台/日)

往復 
台数 

(台/日)

往復 
台数 

(台/月)

片道 
台数 

(台/日) 

片道 
台数 

(台/日) 

 

往復 
台数 

(台/日)

[b] [b/a=c] [c繰上=d] [d×2] [f] [f/e=g] [g 繰上=h] [h×2] 

大型車 

ダンプトラック 0 0  0  0 1,264 26.3 27 54 

ラフタークレーン 16 0.3  1  2 0 0  0  0 

ユニック 497 10.4 11 22 0 0  0  0 

トレーラ 123 2.6  3  6 0 0  0  0 

トラック 36 0.8  1  2 0 0  0  0 

合 計    32    54 

小型車 

乗用車 44 0.9  1  2 0 0  0  0 

ワゴン車 84 1.8  2  4 0 0  0  0 

小型貨物車 41 0.9  1  2 0 0  0  0 

合 計     8     0 

 

ウ．将来交通量 

 工事中の将来交通量は、表 3.1-10 のとおりである。現況の交通量は、現地調査の結果を用い

た。工事用車両の交通量は、工事計画に基づき積算した台数（最大）とした。 

  

工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等

の間のルート 
工事事務所等～蒲生仮設用地

の間のルート 

小数点
以下
繰上

予測
採用値

小数点 
以下 
繰上 

予測
採用値
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表 3.1-10 工事中の将来交通量 

予測 

地点 
車 種 

 平 日  

現況交通量(台) 

[1] 

工事用車両(台) 

[2] 

将来交通量(台) 

[1]＋[2] 

 大型車 4,858 32 4,890 

① 小型車 16,870 8 16,878 

 合 計 21,728 40 21,768 

 大型車 1,070 32 1,102 

② 小型車 7,000 8 7,008 

 合 計 8,070 40 8,110 

 大型車 6,865 54 6,919 

③ 小型車 10,281 0 10,281 

 合 計 17,146 54 17,200 

注：１．大型車＝大型車＋中型車、小型車＝乗用車＋小型貨物車＋二輪車である。 

  ２．工事用車両の通行台数は、工事用車両による窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の月別排出量がピークとな

る月において、月別通行台数を月別工事日数で除して算出した。工事用車両による窒素酸化物及び浮遊粒

子状物質の月別排出量がピークとなる月は、以下のとおり。 

 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間のルート（予測地点①、②）：2023 年７月（着工後 18ヶ月目） 

 工事事務所等～蒲生仮設用地の間のルート（予測地点③）：2023 年１月（着工後 12 ヶ月目） 

  ３．現況交通量の調査実施日時は、下表のとおり。 

予測地点 調査方法 調査実施日時 

① 現地調査 2021 年 11 月 26 日(金) 6:00 ～ 27 日(土) 6:00 

② 現地調査 2021 年 11 月 26 日(金) 6:00 ～ 27 日(土) 6:00 

③ 既存資料調査 2016 年 11 月 16 日(水) 7:00 ～ 17 日(木) 7:00 

  ４．工事用車両の交通量は、表 3.1-9 に示す日当たり通行台数の大型車、小型車別合計のとおり。 

 

エ．走行速度 

 予測で用いる走行速度は、表3.1-11のとおりであり、現地調査で測定した走行速度と規制速

度を比較し、排出係数が大きくなる速度を予測条件とした。 

 

表 3.1-11 予測で用いる走行速度（工事用車両の走行） 

地点 

番号 
路線名 位 置 

制限速度

（km/h）

調査時の平均車速 

（km/h） 

予測で用いた走行速度

（km/h） 

① 県道23号 
宮城県多賀城市大代

3-7-72地先 
50 55.7 50 

② 
塩釜港区臨港道路 

東宮幹線 

宮城県宮城郡七ヶ浜町

境山2-1地先 
40 45.2 40 

③ 
仙台港区臨港道路 

蒲生幹線 

仙台市宮城野区蒲生 

1-5-1地先 
50 50.6 50 

 

オ．車種別排出量 

 排出量の計算方法は、評価書に示す方法と同様とした。 

 予測に用いた車種別、走行速度別の排出係数は表 3.1-12のとおりであり、「国土技術政策総

合研究所資料 No.671道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成22年度版）」

（国土交通省 国土技術政策総合研究所、平成24年２月）に示す2020年次の排出係数とした。 

 なお、排出係数については排出ガス対策技術の向上により年々減少傾向にあり、工事用車両

の通行台数のピーク時（工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間のルートは2023年７月、工事事

務所等～蒲生仮設用地の間のルートは2023年１月）は、2020年次の排出係数よりも低い値にな

ると考えられるが、安全側をみて2020年次の値を用いるものとした。 
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表 3.1-12 窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の排出係数（2020年次） 

区分 予測地点 
予測で用いた 
走行速度
（km/h） 

排出係数(g/km・台） 

窒素酸化物 浮遊粒子状物質 

小型車 大型車 小型車 大型車 

 ① 50 0.045 0.608 0.000554 0.011936 

平 日 ② 40 0.053 0.725 0.000757 0.014261 

 ③ 50 0.045 0.608 0.000554 0.011936 

 
 

カ．気象条件 

(ｱ) 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間のルート 

 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間のルートとなる予測地点１及び予測地点２の予測に用

いた気象条件は、表 3.1-13のとおりである。 

 予測地点１及び予測地点２における拡散計算に用いた気象条件は、塩釜自排局において測定

された二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の日平均値が最大となった日について、計画地で観測し

た地上気象調査結果を用いた。 

 計画地における地上気象観測期間のうち、塩釜自排局で測定された二酸化窒素の日平均値が

最大となった日は2016年12月19日であり、その際の最多出現風向は西北西（WNW）であった。塩

釜自排局において浮遊粒子状物質の日平均値が最大となった日は2016年９月28日であり、その

際の最多出現風向は南東（SE）であった。 

 なお、計画地で観測した１年間の気象条件が平年の気象と比較して異常ではなかったことを

確認するために、仙台管区気象台の気象観測値（風向・風速）を用いて異常年検定を行った。

その結果、現地調査を行った期間の風向・風速は、１％の危険率でみると、異常ではないと判

断された。 

 

  

「国土技術政策総合研究所資料 No.671道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠

（平成22年度版）」（国土交通省 国土技術政策総合研究所、平成24年２月）より作成 
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表 3.1-13 予測で用いた気象条件（工事事務所～七ヶ浜仮設用地等間のルート） 

時刻 
二酸化窒素（2016年12月19日） 浮遊粒子状物質（2016年９月28日） 

風向 
風速 
(m/s) 

放射収支量 
(kW/㎡) 

風向 
風速 
(m/s) 

放射収支量 
(kW/㎡) 

1 WSW 1.9 -0.06 SSW 1.7 -0.01 

2 NE 2.1 -0.06 S 1.5 -0.03 

3 N 1.1 -0.05 SW 1.5 -0.02 

4 NNW 1.0 -0.04 calm 0.4 -0.03 

5 WNW 0.7 -0.06 S 1.2 -0.03 

6 SSW 0.9 -0.06 calm 0.4 -0.03 

7 WNW 0.7 -0.04 NNE 0.5 0.03 

8 NW 1.2 0.01 E 0.9 0.06 

9 NW 1.3 0.03 WSW 0.9 0.09 

10 WNW 2.3 0.08 SE 1.4 0.08 

11 WNW 2.6 0.09 calm 0.3 0.06 

12 WNW 2.2 0.06 NE 0.6 0.08 

13 ENE 0.6 0.05 NW 1.4 0.14 

14 WNW 3.3 0.01 SSE 1.8 0.09 

15 SSE 2.3 0.02 SE 2.1 0.13 

16 NNE 0.9 -0.05 SE 2.3 0.07 

17 NE 2.1 -0.08 ESE 2.0 0.01 

18 NW 0.6 -0.09 SSE 1.3 -0.03 

19 NNE 1.0 -0.07 SSE 0.7 -0.03 

20 ESE 0.8 -0.04 NNW 0.9 -0.02 

21 NNW 0.6 -0.06 SE 1.0 -0.02 

22 W 1.8 -0.06 SW 0.9 -0.02 

23 WNW 1.8 -0.05 WNW 1.1 -0.02 

24 WNW 1.3 -0.02 NNW 1.2 -0.01 

最多出現風向：WNW（33％） 最多出現風向：SE（17％） 

注：１．「calm」は風速0.4m/s以下となる静穏を示す。 

  ２．「最多出現風向」の（ ）内は、出現頻度を示す。 

  ３．計画地における地峡気象観測期間は、2006年８月24日～2017年８月23日である。 

 

(ｲ) 工事事務所等～蒲生仮設用地の間のルート 

 工事事務所等～蒲生仮設用地等の間のルートとなる予測地点３の予測に用いた気象条件は、

表 3.1-14のとおりである。 

 予測地点３における拡散計算に用いた気象条件は、計画地において測定した二酸化窒素及び

浮遊粒子状物質の日平均値が最大となった日について、計画地で観測した地上気象調査結果を

用いた。 

 計画地における地上気象観測期間のうち、計画地で測定した二酸化窒素の日平均値が最大と

なった日は2016年12月19日であり、その際の最多出現風向は西北西（WNW）であった。計画地に

おいて浮遊粒子状物質の日平均値が最大となった日は2017年５月７日であり、その際の最多出

現風向は西（W）であった。 
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表 3.1-14 予測で用いた気象条件（工事事務所～蒲生仮設用地間のルート） 

時刻 
二酸化窒素（2016年12月19日） 浮遊粒子状物質（2017年５月７日） 

風向 
風速 
(m/s) 

放射収支量
(kW/㎡) 

風向 
風速 
(m/s) 

放射収支量
(kW/㎡) 

1 WSW 1.9 -0.06 ENE 0.8 -0.05 

2 NE 2.1 -0.06 W 0.9 -0.05 

3 N 1.1 -0.05 E 1.3 -0.05 

4 NNW 1.0 -0.04 N 0.8 -0.06 

5 WNW 0.7 -0.06 SW 0.9 -0.07 

6 SSW 0.9 -0.06 WNW 1.5 -0.06 

7 WNW 0.7 -0.04 WNW 1.7 0.04 

8 NW 1.2 0.01 SE 1.7 0.17 

9 NW 1.3 0.03 W 5.4 0.38 

10 WNW 2.3 0.08 W 7.8 0.42 

11 WNW 2.6 0.09 WSW 8.2 0.52 

12 WNW 2.2 0.06 W 7.0 0.44 

13 ENE 0.6 0.05 W 8.4 0.51 

14 WNW 3.3 0.01 W 6.8 0.51 

15 SSE 2.3 0.02 W 7.5 0.50 

16 NNE 0.9 -0.05 W 7.0 0.30 

17 NE 2.1 -0.08 W 8.2 0.24 

18 NW 0.6 -0.09 W 6.6 -0.03 

19 NNE 1.0 -0.07 W 4.2 -0.11 

20 ESE 0.8 -0.04 W 5.8 -0.14 

21 NNW 0.6 -0.06 WSW 6.1 -0.13 

22 W 1.8 -0.06 calm 0.4 -0.12 

23 WNW 1.8 -0.05 NNW 0.9 -0.12 

24 WNW 1.3 -0.02 NNE 1.9 -0.11 

最多出現風向：WNW（33％） 最多出現風向：W（50％） 

注：１．「calm」は風速0.4m/s以下となる静穏を示す。 

  ２．「最多出現風向」の（ ）内は、出現頻度を示す。 

  ３．計画地における地峡気象観測期間は、2006年８月24日～2017年８月23日である。 

 

キ．バックグラウンド濃度 

 バックグラウンド濃度は、一般車両の走行による寄与濃度と環境濃度の和とした。 

 一般車両の走行による寄与濃度は、「表 3.1-10 工事中の将来交通量」に示す車両の通行に

伴う寄与濃度であり、各予測地点の環境濃度は次のとおりとした。 

 

(ｱ) 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間のルート 

 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間のルートとなる予測地点１及び予測地点２の環境濃度

は、表 3.1-15のとおりであり、塩釜自排局の過去５年間(2016年度～2020年度)の日平均値（二

酸化窒素は日平均値の年間98％値、浮遊粒子状物質は日平均値の年間２％除外値）の平均値を採

用した。 

 

表 3.1-15 予測地点１及び予測地点２における環境濃度の採用値 

項 目 測定局 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 平均値 採用値 

二酸化窒素 
（ppm） 

塩釜自排局 

0.030 0.029 0.028 0.027 0.023 0.027 0.027 

浮遊粒子状物質 
(mg/㎥) 

0.041 0.042 0.045 0.044 0.042 0.043 0.043 

注：二酸化窒素は日平均値の年間 98％値、浮遊粒子状物質は日平均値の年間２％除外値を示す。 

〔「令和３年版 宮城県環境白書（資料編）」（2022 年、宮城県 HP）より作成〕
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(ｲ) 工事事務所～蒲生仮設用地間のルート 

 工事事務所～蒲生仮設用地間のルートとなる予測地点３の環境濃度は、表 3.1-16のとおりで

あり、中野環境局の過去５年間(2016年度～2020年度)の日平均値（二酸化窒素は日平均値の年間

98％値、浮遊粒子状物質は日平均値の年間２％除外値）の平均値を採用した。 

 

表 3.1-16 予測地点３における環境濃度の採用値 

項 目 測定局 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 平均値 採用値 

二酸化窒素 
（ppm） 

中野環境局 

0.028 0.025 0.024 0.021 0.023 0.024 0.024 

浮遊粒子状物質 
(mg/㎥) 

0.034 0.036 0.053 0.040 0.031 0.039 0.039 

注：二酸化窒素は日平均値の年間98％値、浮遊粒子状物質は日平均値の年間２％除外値を示す。 

〔「公害関係資料集 令和２年度測定結果」（令和３年、仙台市）より作成〕 

 

⑤ 予測結果 

ア．二酸化窒素 

 工事用車両の走行に伴う二酸化窒素の予測結果は、表 3.1-17・18のとおりである。 

 工事用車両の走行に伴う二酸化窒素濃度の寄与濃度は0.000003～0.000011ppm、将来環境濃度

は0.025163～0.028515ppm、工事用車両の走行に伴う二酸化窒素濃度の寄与率は0.011～0.043％

と予測された。また、上りと下りでは、最多出現風向の風下側となる上りが比較的高い値とな

った。 

 いずれの予測地点においても、環境基準及び仙台市環境基本計画定量目標を下回ると予測さ

れた。 

 

表 3.1-17 工事用車両の走行に伴う二酸化窒素濃度の予測結果（日平均値） 

予 
測 
地 
点 

予測 
地点 
道路 
境界 

予測 
高さ 
(ｍ) 

工事用車両 
寄与濃度 
(ppm) 

バックグラウンド濃度 
将来環境 
濃度 
(ppm) 

工事用車両 
による寄与率

(％) 

一般車両 
寄与濃度 
(ppm) 

環境濃度
(ppm) 

合計 
(ppm) 

① ② ③ ④＝②＋③ ⑤＝①＋④ ①/⑤ 

① 

上り 
1.5 0.000007 0.001508 0.027 0.028508 0.028515 0.025 

4.5 0.000007 0.001416 0.027 0.028416 0.028423 0.025 

下り 
1.5 0.000003 0.000975 0.027 0.027975 0.027978 0.011 

4.5 0.000003 0.000927 0.027 0.027927 0.027930 0.011 

② 

上り 
1.5 0.000011 0.000655 0.027 0.027655 0.027666 0.040 

4.5 0.000009 0.000526 0.027 0.027526 0.027535 0.033 

下り 
1.5 0.000009 0.000540 0.027 0.027540 0.027549 0.033 

4.5 0.000007 0.000437 0.027 0.027437 0.027444 0.026 

③ 

上り 
1.5 0.000007 0.001221 0.024 0.025221 0.025228 0.028 

4.5 0.000007 0.001156 0.024 0.025156 0.025163 0.028 

下り 
1.5 0.000011 0.001697 0.024 0.025697 0.025708 0.043 

4.5 0.000010 0.001590 0.024 0.025590 0.025600 0.039 
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表 3.1-18 工事用車両の走行に伴う二酸化窒素の予測結果（日平均値：基準等との対比） 

予測 
地点 

予測地点 
道路境界 

予測高さ 
(ｍ) 

予測結果 
（ppm） 

環境基準 
仙台市環境基本計画 

定量目標 

① 

上り 
1.5 0.0285 

１日平均値の年間98％値

が0.04ppmから0.06ppmま

でのゾーン内又はそれ以

下 

１日平均値の年間98％値

が0.04ppm以下 

4.5 0.0284 

下り 
1.5 0.0280 

4.5 0.0279 

② 

上り 
1.5 0.0277 

4.5 0.0275 

下り 
1.5 0.0275 

4.5 0.0274 

③ 

上り 
1.5 0.0252 

4.5 0.0252 

下り 
1.5 0.0257 

4.5 0.0256 

注：１．予測結果は、日平均値の年間98％値を示す。 

  ２．環境基準：「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年環境庁告示第38号） 

  ３．定量目標：「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2021-2030」（令和３年３月、仙台市） 

 

イ．浮遊粒子状物質 

 工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果は、表 3.1-19・20のとおりである。 

 工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度の寄与濃度は0.0000005～0.0000022mg/㎥、将来

環境濃度は0.0391553～0.0431764mg/㎥、工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度の寄与率

は0.0012～0.0051％と予測された。また、上りと下りでは、最多出現風向の風下側となる上り

が比較的高い値となった。 

 いずれの予測地点においても、環境基準及び仙台市環境基本計画定量目標を下回ると予測さ

れた。 

 

表 3.1-19 工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度の予測結果（日平均値） 

予測 
地点 

予測 
地点 
道路 
境界 

予測 
高さ 
(ｍ) 

工事用車両 
寄与濃度 
（mg/㎥） 

バックグラウンド濃度 
将来環境 
濃度 

（mg/㎥） 

工事用車両 
による寄与率

(％) 

一般車両 
寄与濃度 
（mg/㎥） 

環境濃度
（mg/㎥）

合計 
（mg/㎥） 

[1] [2] [3] [4]＝[2]＋[3] [5]＝[1]＋[4] ①/⑤ 

① 

上り 
1.5 0.0000005 0.0001218 0.043 0.0431218 0.0431223 0.0012 

4.5 0.0000005 0.0001132 0.043 0.0431132 0.0431137 0.0012 

下り 
1.5 0.0000009 0.0001755 0.043 0.0431755 0.0431764 0.0021 

4.5 0.0000009 0.000162 0.043 0.0431620 0.0431629 0.0021 

② 

上り 
1.5 0.0000019 0.0001067 0.043 0.0431067 0.0431086 0.0044 

4.5 0.0000015 0.0000808 0.043 0.0430808 0.0430823 0.0035 

下り 
1.5 0.0000022 0.0001216 0.043 0.0431216 0.0431238 0.0051 

4.5 0.0000017 0.0000911 0.043 0.0430911 0.0430928 0.0039 

③ 

上り 
1.5 0.0000020 0.0002876 0.039 0.0392876 0.0392896 0.0051 

4.5 0.0000018 0.0002656 0.039 0.0392656 0.0392674 0.0046 

下り 
1.5 0.0000010 0.0001656 0.039 0.0391656 0.0391666 0.0026 

4.5 0.0000009 0.0001544 0.039 0.0391544 0.0391553 0.0023 
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表 3.1-20 工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度の予測結果（日平均値：基準等との対比） 

予測 
地点 

予測地点 
道路境界 

予測 
高さ 
(ｍ) 

予測結果 
（mg/㎥） 

環境基準 
仙台市環境基本計画 

定量目標 

① 

上り 
1.5 0.0431 

１日平均値の年間２％ 
除外値が 0.10mg/㎥以下

１日平均値の年間２％ 
除外値が 0.10mg/㎥以下

4.5 0.0431 

下り 
1.5 0.0432 

4.5 0.0432 

② 

上り 
1.5 0.0431 

4.5 0.0431 

下り 
1.5 0.0431 

4.5 0.0431 

③ 

上り 
1.5 0.0393 

4.5 0.0393 

下り 
1.5 0.0392 

4.5 0.0392 

注：１．予測結果は、日平均値の年間２％除外値を示す。 

  ２．環境基準：「大気汚染に係る環境基準について」（昭和48年環境庁告示第25号） 

  ３．定量目標：「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2021-2030」（令和３年３月、仙台市） 

 

(2) 工事による影響（重機の稼働による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

① 予測内容 

 予測内容は、重機の稼動に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の大気中における濃度とした。 

 

② 予測地域等 

 予測範囲及び予測地点は、図 3.1-4 のとおりである。 

 重機の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測範囲は、埋戻し土の仮置きにより大

気質の変化が想定される地域とし、蒲生仮設用地より 500ｍの範囲とした。 

 予測高さは、周辺の環境条件を考慮して地上1.5ｍ（１階相当）とした。 
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図3.1-4 予測地点等位置図(大気質：重機の稼働による二酸化窒素・浮遊粒子状物質) 
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③ 予測対象時期 

 重機の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測対象時期は、蒲生仮設用地において

重機が稼働する主に 2022 年８月～2023 年９月の間において、重機の稼働台数が最大となる時

期とした。 

 

④ 予測方法 

ア．予測フロー 

 重機の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測は、想定される重機の稼働台数から、

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の排出量を算出し、「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」

（公害研究対策センター、平成 12年）に基づき有風時にプルーム式、弱風時及び無風時にパフ

式を用いて、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の日平均値(年間 98％値または年間 2％除外値)

の数値計算を行った。 

 重機の稼働に係る大気質の予測フローは、図 3.1-5 のとおりである。 

 

 

図 3.1-5 重機の稼働に係る二酸化窒素・浮遊粒子状物質の予測フロー 
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イ．予測式 

(ｱ) 拡散式 

ａ．プルーム式(有風時：風速 1m/s 以上) 

 
 

ｂ．パフ式(弱風時：0.5～0.9m/s) 

 
 

ｃ．パフ式(無風時：0.4m/s 以下) 

 
 

［記号］ 

C(x、y、z) ：(x、y、z)地点における濃度(NOx：ppm、SPM：mg/㎥) 

 Qp   ：汚染物質排出量(NOx：mL/s SPM：mg/s) 

 u   ：風速（m/s） 

 Ｈe   ：排出源高さ（ｍ） 

σy、σz ：水平(y)、鉛直(z)方向の拡散幅(ｍ)・・・表 3.1-21参照 

 x   ：風向に沿った風下距離(ｍ) 

 y   ：ｘ軸に直角な水平距離(ｍ) 

 z   ：ｘ軸に直角な鉛直距離(ｍ) 

 

(ｲ) 拡散パラメータ 

 有風時の鉛直方向及び水平方向の拡散パラメータは表 3.1-21 に示すパスキル・ギフォード

線図の近似関数を、弱風時、無風時の水平方向及び鉛直方向の拡散パラメータは表 3.1-22 に

示すパスキル安定度に対応した弱風時、無風時の拡散パラメータをそれぞれ使用した。 
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表 3.1-21 有風時の拡散パラメータ(パスキル・ギフォード線図の近似関係) 

Pasquill安定度 
σｙ(x)=yy・xαｙ σz(x)=yｚ・xαz 

αy γｙ 風下距離 x (ｍ) αｚ γｚ 風下距離 x (ｍ) 

A 
0.901 

0.851 

0.426 

0.602 

0～1,000 

1,000～ 

1.122 

1.514 

2.109 

0.0800 

0.00855 

0.000212 

0～300 

300～500 

500～ 

B 
0.914 

0.865 

0.282 

0.396 

0～1,000 

1,000～ 

0.964 

1.094 

0.1272 

0.0570 

0～500 

500～ 

C 
0.924 

0.885 

0.1772 

0.232 

0～1,000 

1,000～ 
0.918 0.1068 0～ 

D 
0.929 

0.889 

0.1107 

0.1467 

0～1,000 

1,000～ 

0.826 

0.632 

0.555 

0.1046 

0.400 

0.811 

0～1,000 

1,000～10,000 

10、000～ 

E 
0.921 

0.897 

0.0864 

0.1019 

0～1,000 

1,000～ 

0.788 

0.565 

0.415 

0.0928 

0.433 

1.732 

0～1,000 

1,000～10,000 

10,000～ 

F 
0.929 

0.889 

0.0554 

0.0733 

0～1,000 

1,000～ 

0.784 

0.526 

0.323 

0.0621 

0.370 

2.41 

0～1,000 

1,000～10,000 

10,000～ 

G 
0.921 

0.896 

0.0380 

0.0452 

0～1,000 

1,000～ 

0.794 

0.637 

0.431 

0.222 

0.0373 

0.1105 

0.529 

3.62 

0～1,000 

1,000～2,000 

2,000～10,000 

10,000～ 

〔「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター、平成 12 年）より作成〕 

 

表 3.1-22 弱風時、無風時の拡散パラメータ 

Pasquill安定度 

弱風時(0.5～0.9 m/s) 

拡散パラメータ 

無風時(≦0.4 m/s) 

拡散パラメータ 

α γ αｚ γｚ 

A 0.748 1.569 0.948 1.569 

A～B 0.659 0.862 0.859 0.862 

B 0.581 0.474 0.781 0.474 

B～C 0.502 0.314 0.702 0.134 

C 0.435 0.208 0.635 0.208 

C～D 0.342 0.153 0.542 0.153 

D 0.270 0.113 0.470 0.113 

E 0.239 0.067 0.439 0.067 

F 0.239 0.048 0.439 0.048 

G 0.239 0.029 0.439 0.029 

〔「窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕」（公害研究対策センター、平成 12 年）より作成〕 

 

⑤ 予測条件 

ア．重機の稼働台数 

 予測対象時期（主に 2022 年８月～2023 年９月）における重機の種類及び台数は、表 3.1-23

のとおりである。重機の稼働台数は工事の進捗状況に応じて変化するが、１日当たりの最大稼

働台数は表 3.1-23 のとおりであり、安全側をみて最大稼働台数が継続することで予測した。 

 なお、重機の稼働時間は８時～17 時(12 時～13 時は休憩)の８時間とした。 

 

表 3.1-23 重機の種類及び台数 

種類 規模 出力（kW） 排出ガス対策型の基準 稼働台数 

バックホウ 1.2 ㎥級 201 第２次基準値 2 台 

バックホウ 0.8 ㎥級 123 第２次基準値 2 台 

ブルドーザ  5 ｔ級  32 第２次基準値 1 台 
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イ．重機の汚染物質排出量 

 稼働する重機における窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の排出量は「道路環境影響評価の技術

手法(平成 24 年度版)」(平成 25 年３月、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土

木研究所)に基づき表 3.1-24 のとおり設定した。 

 

表 3.1-24 重機の単位排出量 

種類 

定格 

出力 

(kW) 

 

① 

排出ガス 

対策型の 

基準 

排出係数

原単位 

(g/kW-h)

 

② 

燃料 

消費率 

(L/kW-h)

 

③ 

平均燃料

消費率 

(g/kW-h)

 

④ 

1日当たり 

稼働時間 

(h) 

 

⑤ 

NOx 

単位 

排出量 

(g/台) 

⑥ 

稼働率

（％）

窒
素
酸
化
物 

バックホウ 

(2.0 ㎥級) 
201 ２次 5.3 0.153 229 8 4,726 100 

バックホウ 

(0.8 ㎥級) 
123 ２次 5.3 0.153 229 8 2,892 100 

ブルドーザ 32 ２次 6.1 0.153 238 8 833 100 

浮
遊
粒
子
状
物
質 

バックホウ 

(2.0 ㎥級) 
201 ２次 0.15 0.153 229 8 133.8 100 

バックホウ 

(0.8 ㎥級) 
123 ２次 0.15 0.153 229 8 81.9 100 

ブルドーザ 32 ２次 0.27 0.153 238 8 36.9 100 

注：１．「定格出力」及び「燃料消費率」は、「令和３年度版 建設機械等損料表」(令和３年４月、(社)日本建設機械施

工協会)に基づき設定した。 

  ２．「排出係数原単位」及び「平均燃料消費率」は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（平成 25

年３月、国土交通省 国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所）に基づき設定した。 

  ３．重機の稼働時間は８時間／日とした。 

  ４．単位排出量の算出は以下の式によった。燃料比重（軽油）は 0.83kg/L とした。 

    ⑥＝①×②×(③×0.83×1000)/④×⑤ 

 

ウ．排出源位置、稼働範囲及び高さ 

 排出源の位置は、予測対象時期の重機の稼働範囲内に均等に配置し、図 3.1-6 に示すとおり

とした。 

 排出源の高さは、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（平成 25 年３月、国土交

通省 国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所）におけるユニットの排気管高さの盛

土工 3.0ｍを参考に地上３ｍとした。 
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図 3.1-6 重機の稼働範囲 
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エ．気象条件 

 重機の稼働に伴う二酸化窒素・浮遊粒子状物質の予測計算に用いた気象条件は、評価書に示

す計画地において測定した現地調査結果（観測期間：2016 年８月 24 日～2017 年８月 23 日）を

使用した。 

 

オ．二酸化窒素変換モデル・日平均値換算式 

 窒素酸化物から二酸化窒素への変換及び日平均換算式は、評価書と同様とした。 

 

カ．バックグラウンド濃度 

 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は 2020 年度における中野環境局に

おける年平均値とし、二酸化窒素は 0.010ppm、浮遊粒子状物質は 0.013mg/㎥とした。 

 

⑥ 予測結果 

ア．二酸化窒素 

 重機の稼働に伴う二酸化窒素の予測結果は、表 3.1-25・26 及び図 3.1-7 のとおりである。

最大着地濃度地点における重機の稼働による寄与濃度は、蒲生仮設用地の北側敷地境界で

0.00293ppm（高さ 1.5ｍ）となり、重機の稼働による寄与率は 22.7％と予測された。将来にお

ける日平均値の年間 98％値は、最大着地濃度出現地点において 0.028ppm であり、環境基準を

満足した。 

 

表 3.1-25 重機の稼働に係る二酸化窒素の予測結果（年平均値） 

予測地点 

予測 

高さ 

(ｍ) 

重機の稼働

による 

寄与濃度 

(ppm) 

バック 

グラウンド 

濃度 

(ppm) 

将来 

環境濃度 

(ppm) 

日平均値の

年間98％値 

(ppm) 

重機の稼働
による 
寄与率 

(％) 

 

[1]/[3] [1] [2] [3]=[1]+[2]

最大着地濃度出現地点 

（北側敷地境界） 
1.5 0.00293 0.010 0.01293 0.02816 22.7 

 

表 3.1-26 重機の稼働に係る二酸化窒素の予測結果（日平均値：基準等との対比） 

予測地点 
予測高さ
(ｍ) 

予測結果 
（ppm） 

環境基準 
仙台市環境基本計画

定量目標 

最大着地濃度出現地点 

（北側敷地境界） 
1.5 0.028 

１ 日 平 均 値 の 年 間

98％値が0.04ppmから

0.06ppmまでのゾーン

内又はそれ以下 

１ 日 平 均 値 の 年 間

98％値が0.04ppm以下

注：１．予測結果は、日平均値の年間98％値を示す。  
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図 3.1-7 二酸化窒素の予測結果（地上高1.5ｍ） 
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イ．浮遊粒子状物質 

 重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質の予測結果は、表 3.1-27・28 及び図 3.1-8 のとおりであ

る。最大着地濃度地点における重機の稼働による寄与濃度は、蒲生仮設用地の北側敷地境界で

0.00153mg/㎥（高さ 1.5ｍ）となり、重機の稼働による寄与率は 10.5％と予測された。将来に

おける日平均値の年間２％除外値は、最大着地濃度出現地点において 0.038mg/㎥であり、環境

基準を満足した。 

 

表 3.1-27 重機の稼働に係る浮遊粒子状物質の予測結果（年平均値） 

予測地点 

予測 

高さ 

(ｍ) 

重機の稼働

による 

寄与濃度 

(mg/㎥) 

バック 

グラウンド 

濃度 

(mg/㎥) 

将来 

環境濃度 

(mg/㎥) 

日平均値 

の年間２％ 

除外値 

(mg/㎥) 

重機の稼働
による 
寄与率 

(％) 

 

[1]/[3] [1] [2] [3]=[1]+[2]

最大着地濃度出現地点 

（北側敷地境界） 
1.5 0.00153 0.013 0.01453 0.03780 10.5 

 

表 3.1-28 重機の稼働に係る浮遊粒子状物質の予測結果（日平均値：基準等との対比） 

予測地点 
予測高さ
(ｍ) 

予測結果 
（ppm） 

環境基準 
仙台市環境基本計画

定量目標 

最大着地濃度出現地点 

（北側敷地境界） 
1.5 0.038 

１ 日 平 均 値 の 年 間
２ ％ 除 外 値 が 0.10  
mg/㎥以下 

１ 日 平 均 値 の 年 間
２ ％ 除 外 値 が 0.10  
mg/㎥以下 

注：１．予測結果は、日平均値の年間２％除外値を示す。 
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図 3.1-8 浮遊粒子状物質の予測結果（地上高1.5ｍ） 
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(3) 工事による影響（重機の稼働による粉じん） 

① 予測内容 

 予測内容は、埋戻し土の仮置きの際に使用する重機の稼働により発生する土砂粉じん（降下

ばいじん）の飛散状況とした。 

 

② 予測地域等 

 予測範囲及び予測地点は、図 3.1-9 のとおりである。 

 埋戻し土の仮置きの際に使用する重機の稼働により発生する土砂粉じん（降下ばいじん）の

予測範囲は、埋戻し土の仮置きにより大気質の変化が想定される地域とし、蒲生仮設用地より

500ｍの範囲とした。 
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図 3.1-9 予測地点等位置図(重機の稼働による粉じん) 
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③ 予測対象時期 

 予測対象時期は、埋戻し土の仮置きの際に使用する重機の稼働により発生する土砂粉じん（降

下ばいじん）の排出量が最大となる時期とし、埋戻し土仮置き場の範囲が最大となる時期とし

た。 

 

④ 予測方法 

 予測方法は、工事計画に基づく対策、計画地における風速出現頻度と粉じん発生の関係から

推定する定性的な方法とした。風速と粉じん発生の関係は、「地上気象観測指針」（平成 14 年、

気象庁）によるビューフォート風速階級表との対比により行った。 

 

⑤ 予測条件 

 ビューフォート風速階級表は、表 3.1-29 に示すとおりである。 

 予測は、粉じんが飛散する条件を風速階級４（風速 5.5ｍ/s）以上とした。 

 気象条件は、評価書に示す計画地において測定した現地調査結果（観測期間：2016 年８月 24

日～2017 年８月 23 日）を使用した。 

 

表 3.1-29 ビューフォート風力階級表 

風速階級 地表物の状態（陸上） 相当風速（m/s）

0 静穏。煙はまっすぐに昇る。 0.0～ 0.2 

1 風向きは煙がなびくのでわかるが、風見には感じない。 0.3～ 1.5 

2 顔に風を感じる。木の葉が動く。風見も動きだす。 1.6～ 3.3 

3 木の葉や細かい小枝がたえず動く。軽い旗が開く。 3.4～ 5.4 

4 砂埃がたち、紙片が舞い上がる。小枝が動く。 5.5～ 7.9 

5 葉のある灌木がゆれはじめる。池や沼の水面に波頭がたつ。 8.0～10.7 

6 大枝が動く。電線が鳴る。傘はさしにくい。 10.8～13.8 

7 樹木全体がゆれる。風に向かっては歩きにくい。 13.9～17.1 

8 小枝が折れる。風に向かっては歩けない。 17.2～20.7 

9 人家にわずかの損害がおこる。 20.8～24.4 

10 陸地の内部ではめずらしい。樹木が根こそぎになる。人家に大損害がおこる。 24.5～28.4 

11 めったに起こらない広い範囲の破壊を伴う。 28.5～32.6 

12 － >32.7 

 

⑥ 予測結果 

 風向別の地上風速出現頻度は、表 3.1-30 に示すとおりである。 

 埋戻し土の仮置きにより発生する粉じんが飛散する風力階級４以上の風速は、年間で 969 時

間（11.1％）出現し、風向は北西（NW）の割合が多くなっている。 
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表 3.1-30(1) 風向・風速階級（ビューフォート風力階級）別出現頻度（出現時間数） 

〔単位：時間数〕 

風 
力 
階 
級 

相当 

風速 

(m/s) 

N 
N 
E 

N 
E 

E 
N 
E 

E 
E 
S 
E 

S 
E 

S 
S 
E 

S 
S 
S 
W 

S 
W 

W 
S 
W 

W 
W 
N 
W 

N 
W 

N 
N 
W 

N 
静
穏 計

0 
0.0 
～ 
0.2 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 123 123

1 
0.3 
～ 
1.5 

126 97 46 51 64 86 78 61 31 44 72 188 340 335 286 238 0 2,143

2 
1.6 
～ 
3.3 

181 101 29 64 194 412 297 193 63 88 129 234 325 452 550 270 0 3,582

3 
3.4 
～ 
5.4 

17 16 22 69 165 309 193 110 19 47 30 68 182 263 388 30 0 1,928

4 
5.5 
～ 
7.9 

2 0 18 41 48 52 30 36 0 3 13 49 140 188 150 2 0 772

5 
8.0 
～ 
10.7 

0 2 5 16 18 5 2 4 0 0 3 19 53 32 27 0 0 186

6 
10.8 
～ 
13.8 

0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 4 3 1 0 0 0 11 

7 
13.9 
～ 
17.1 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

8 
17.2 
～ 
20.7 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

9 
20.8 
～ 
24.4 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

10 
24.5 
～ 
28.4 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

11 
28.5 
～ 
32.6 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

12 
32.7 
～ 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 326 216 120 241 490 866 600 404 113 182 247 562 1,043 1,271 1,401 540 123 8,745

風力階級 
４以上 

2 2 23 57 67 59 32 40 0 3 16 72 196 221 177 2 0 969
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表 3.1-30(2) 風向・風速階級（ビューフォート風力階級）別出現頻度（出現率） 

〔単位：％〕 

風 
力 
階 
級 

相当 

風速 

(m/s) 

N 
N 
E 

N 
E 

E 
N 
E 

E 
E 
S 
E 

S 
E 

S 
S 
E 

S 
S 
S 
W 

S 
W 

W 
S 
W 

W 
W 
N 
W 

N 
W 

N 
N 
W 

N 
静
穏 計

0 
0.0 
～ 
0.2 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.4 1.4

1 
0.3 
～ 
1.5 

1.4 1.1 0.5 0.6 0.7 1.0 0.9 0.7 0.4 0.5 0.8 2.2 3.9 3.8 3.3 2.7 0 24.5

2 
1.6 
～ 
3.3 

2.1 1.2 0.3 0.7 2.2 4.7 3.4 2.2 0.7 1.0 1.5 2.7 3.7 5.2 6.3 3.1 0 41.0

3 
3.4 
～ 
5.4 

0.2 0.2 0.3 0.8 1.9 3.5 2.2 1.3 0.2 0.5 0.3 0.8 2.1 3.0 4.4 0.3 0 22.1

4 
5.5 
～ 
7.9 

0.0 0 0.2 0.5 0.6 0.6 0.3 0.4 0 0.0 0.2 0.6 1.6 2.2 1.7 0.0 0 8.8

5 
8.0 
～ 
10.7 

0 0.0 0.1 0.2 0.2 0.1 0.0 0.1 0 0 0.0 0.2 0.6 0.4 0.3 0 0 2.1

6 
10.8 
～ 
13.8 

0 0 0 0 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0.1 0.0 0.0 0 0 0 0.1

7 
13.9 
～ 
17.1 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

8 
17.2 
～ 
20.7 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

9 
20.8 
～ 
24.4 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

10 
24.5 
～ 
28.4 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

11 
28.5 
～ 
32.6 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

12 
32.7 
～ 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 3.7 2.5 1.4 2.8 5.6 9.9 6.9 4.6 1.3 2.1 2.8 6.4 11.9 14.5 16.0 6.2 1.4 100

風力階級 
４以上 

0.0 0.0 0.3 0.7 0.8 0.7 0.4 0.5 0.0 0.0 0.2 0.8 2.2 2.5 2.0 0.0 0.0 11.1

注：欄内の「0.0」は、四捨五入の結果 0.1 に満たないことを示す。 
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3.1.3 環境の保全及び創造のための措置 

(1) 工事による影響（資材等の運搬による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

 資材等の運搬に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響を予測した結果、環境基準及び仙台

市環境基本計画の定量目標を満足すると予測された。 

 本事業の実施に当たっては、資材等の運搬に伴う大気質への影響を可能な限り低減するため、

表 3.1-31に示す環境の保全及び創造のための措置を講ずることとする。 

 

表 3.1-31 環境の保全及び創造のための措置 

（工事による影響：資材等の運搬による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 

工事による影響 

（資材等の運搬） 

・ボイラ等の大型機器は、可能な限り工場組立及び海上輸送とし、工事用車両の台数

を削減することにより、車両の通行に伴う自動車排ガスの排出量を低減する。 

・全体的な工事用車両の走行台数を削減するため、効率的な運行（台数・走行時間の

削減）に努める。 

・極力、低排出ガス認定自動車を使用するとともに、車両の点検、整備等を適宜実施

することで性能維持に努め、自動車排ガスの排出量を低減する。 

・車両の走行に当たっては、不要なアイドリングや空ふかし、過積載や急加速等の高

負荷運転をしないよう、運転手を指導・教育する。 

・主要な道路交通ルート上の交差部には、工事用車両が集中する時間帯において、適

宜、交通誘導員を配置し、交通渋滞の緩和に努めるとともに、通行人や通行車両の

安全を確保する。 

 

(2) 工事による影響（重機の稼働による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

 重機等の稼働に伴う二酸化窒素・浮遊粒子状物質の影響を予測した結果、環境基準値及び仙台

市環境基本計画の定量目標を満足すると予測された。 

 蒲生仮設用地における埋戻し土の仮置きに当たっては、重機の稼働に伴う二酸化窒素・浮遊粒子

状物質の影響を可能な限り低減するため、表 3.1-32 に示す環境保全措置を講ずることとする。 

 

表 3.1-32 環境の保全及び創造のための措置（工事による影響：重機の稼働による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 

工事による影響 

（重機の稼働） 

・全体的な重機の稼働台数を削減するため、効率的な運行（台数・稼働時間の削減）

に努める。 

・極力、排出ガス対策型の建設機械を使用するとともに、重機の点検、整備等を適宜

実施することで性能維持に努め、重機の稼働に伴う排ガスの排出量を低減する。 

・重機の稼働に当たっては、不要なアイドリングや空ふかし等の高負荷運転をしない

よう、作業員を指導・教育する。 

・重機の稼働が一時的に集中しないよう、工程の平準化に努める。 

 

(3) 工事による影響（重機の稼働による粉じん） 

 埋戻し土の仮置きの際に使用する重機の稼働により発生する粉じん（降下ばいじん）の影響を

予測した結果、粉じん発生の可能性があると予測された。 

 蒲生仮設用地における埋戻し土の仮置きに当たっては、粉じんの発生を可能な限り低減するため、

表 3.1-33 に示す環境保全措置を講ずることとする。 
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表 3.1-33 環境の保全及び創造のための措置（工事による影響：重機の稼働による粉じん） 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 

工事による影響 

（重機の稼働による粉じん）

・全体的な粉じんの発生を抑制するため、効率的な運行（埋戻し土仮置き場の面積削

減）に努める。 

・重機の稼働が一時的に集中しないよう、工程の平準化に努める。 

・埋戻し土の仮置きを行う蒲生仮設用地の周囲に防塵フェンス又は仮囲いを設置し、

粉じんの飛散を防止する。 

・粉じんが発生する作業を行う際は、必要に応じ散水等による粉じんの飛散防止を図

る。 

・埋戻し土の仮置きが一定程度長期に及ぶ場合は可能な限り防塵シート等で覆い、更

なる粉じんの飛散防止に努める。 

 

3.1.4 評 価 

(1) 工事による影響（資材等の運搬による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

① 回避・低減に係る評価 

ア．評価方法 

 評価方法は、評価書に示すとおりとした。 

 

イ．評価結果 

 本事業の実施に当たっては、工事用車両の走行に関する環境保全及び創造のための措置とし

て、効率的な運行による車両走行台数の削減、低排出ガス認定自動車の採用、不要なアイドリ

ングや空ふかし、過積載や急加速等の高負荷運転の禁止指導等の自動車排ガスの排出量削減が

図られている。 

 したがって、資材等の運搬に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の排出は、実行可能な範囲

回避・低減が図られているものと評価する。 

 

② 基準や目標との整合性に係る評価 

ア．評価方法 

 評価方法は、評価書に示すとおりとした。 

 

イ．評価結果 

 資材等の運搬による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測の結果、上記の環境基準、仙台市

環境基本計画定量目標等を満足することから、基準や目標との整合が図られているものと評価

する。 

 

(2) 工事による影響（重機の稼働による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

① 回避・低減に係る評価 

ア．評価方法 

 予測結果を踏まえ、重機の稼働に伴い発生する二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響が、適

切な排ガス抑制対策等の環境保全及び創造のための措置により、実行可能な範囲で回避・低減

が図られているか否かを判断した。 

 

イ．評価結果 

 蒲生仮設用地における埋戻し土の仮置きに当たっては、重機の稼働に関する環境保全及び創

造のための措置として、効率的な運行による重機の稼働台数及び稼働時間の削減、排出ガス対
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策型の建設機械の使用、不要なアイドリングや空ふかし等の高負荷運転の禁止指導等の重機の

稼働に伴う排ガスの排出量削減が図られている。 

 したがって、重機の稼働に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の排出は、実行可能な範囲で

回避・低減が図られているものと評価する。 

 

② 基準や目標との整合性に係る評価 

ア．評価方法 

 予測結果が、表 3.1-34 に示す基準等と整合性が図られているかを評価した。 

 

表 3.1-34 整合を図る基準・目標（重機の稼働による二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

環境影響要因 整合を図る基準・目標の内容 

工事による影響 

（重機の稼働） 

○二酸化窒素 

・「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年環境庁告示第38号） 

【基準値】１時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以

下であること。 

・「二酸化窒素の人の健康に係る判定条件等について」（昭和53年3月22日、中央公害

対策審議会答申） 

【指針値】二酸化窒素の１時間値が0.1から0.2ppm以下であること。 

・「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2021-2030」（令和３年３月、仙台市） 

【目標値】二酸化窒素の１時間値の１日平均値が0.04ppm以下であること。 

 

○浮遊粒子状物質 

・「大気汚染に係る環境基準について」（昭和48年環境庁告示第25号） 

【基準値】１時間値の１日平均値が0.10mg/㎥以下であり、かつ、１時間値が0.20

mg/㎥以下であること。 

・「杜の都環境プラン 仙台市環境基本計画 2021-2030」（令和３年３月、仙台市） 

【目標値】１時間値の１日平均値が0.10mg/㎥以下であり、かつ、１時間値が0.20

mg/㎥以下であること。 

 

イ．評価結果 

 重機の稼働による二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測の結果、上記の環境基準、仙台市環

境基本計画定量目標等を満足することから、上記の基準や目標との整合が図られているものと

評価する。 

 

(3) 工事による影響（重機の稼働による粉じん） 

① 回避・低減に係る評価 

ア．評価方法 

 予測結果を踏まえ、埋戻し土の仮置きの際に使用する重機の稼働により発生する土砂粉じん

の影響が、適切な粉じん飛散防止対策等の環境保全及び創造のための措置により、実行可能な

範囲で回避・低減が図られているか否かを判断した。 

 

イ．評価結果 

 蒲生仮設用地における埋戻し土の仮置きに当たっては、粉じんに関する環境保全及び創造の

ための措置として、効率的な工事による埋戻し土仮置き場の面積削減、工程の平準化、必要に

応じて散水等による粉じん飛散防止が図られている。 

 したがって、埋戻し土の仮置きの際に使用する重機の稼働により発生する土砂粉じんの発生

は、実行可能な範囲で回避・低減が図られているものと評価する。 
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3.2 騒 音 

3.2.1 現況調査 

(1) 調査内容 

 再予測評価に係る調査内容は表 3.2-1のとおりであり、騒音レベル、交通量等の状況とした。 

 

表 3.2-1 調査内容 

項 目 調 査 内 容 

騒 音 

① 騒音レベル 

・道路交通騒音 

・環境騒音 

② 交通量等 

・車種別交通量 

・走行速度 

・道路構造 

③ その他 

・発生源の状況 

・影響を受ける施設等の状況 

・伝搬に影響を及ぼす地形等の状況 

 

(2) 調査方法 

 調査方法は、表 3.2-2のとおりとした。 

 

表 3.2-2 調査方法（騒音） 

調査内容 調 査 方 法 

① 騒音レベル 
・道路交通騒音 

・環境騒音 

現地調査 

 騒音レベル計（JIS C 1509）を用いた「騒音に

係る環境基準について」（平成10年環境庁告示第

64号）に規定される方法により測定した。 

 測定期間は、工事用車両が通行する時間帯（平

日の8:00～19:00）を含む平日昼間の時間帯（平

日の6:00～22:00）における連続測定とし、測定

高さは地上1.2ｍとした。 

既存資料調査
 評価書に示す騒音レベルの調査結果の整理及

び解析を行った。 

② 交通量等 

・車種別交通量 

現地調査 

 計測カウンターを用いて、表 3.2-3に基づく車

種分類（大型車、中型車、小型貨物車、乗用車及

び二輪車の5車種）別交通量を測定した。 

 測定時間は工事用車両が通行する時間帯（平日

の8:00～19:00）を含む平日昼間の時間帯（平日

の24時間）において、１時間ごとに記録した。 

既存資料調査
 評価書に示す交通量等の調査結果の整理及び

解析を行った。 

・走行速度 

現地調査 
 距離が明らかな区間を設定し、車両が通過する

時間を計測して算出した。 

既存資料調査
 評価書に示す走行速度の調査結果の整理及び

解析を行った。 

・道路構造 

現地調査 
 道路断面をメジャーにより簡易的に測量して

記録した。 

既存資料調査
 評価書に示す道路構造の調査結果の整理及び

解析を行った。 

③ その他 

・発生源の状況 

・影響を受ける施設等の状況

・伝搬に影響を及ぼす地形等

の状況 

現地調査 
 現地踏査により発生源の状況、影響を受ける施

設等の状況、地形等の状況を目視観察した。 

既存資料調査
 評価書に示す発生源の状況等の調査結果の整

理及び解析を行った。 
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表 3.2-3 車種分類 

車種分類 対応するナンバープレ－トの頭一文字及び分類条件 

小型車類 
乗用車 ３、５、７、４（バン） 

小型貨物車 ４（バンを除く）、６ 

大型車類 
中型車 １、２ 

大型車 １※、２※、９、０ 

二輪車 自動二輪車、原動機付自転車 

注：１．「※」は、大型プレート（長さ440mm、幅220mm）を意味する。 

  ２．ナンバープレートの頭一文字「８」の特殊用途自動車は、実態により区分した。 

  ３．軽自動車は、ナンバープレートの頭一文字４及び５の中に含まれる。 

 

(3) 調査地域及び調査地点 

① 主要な交通ルート及びその周辺 

 調査地域は、工事事務所等から七ヶ浜仮設用地等又は蒲生仮設用地の間を通行する主な交通

ルートから、住居等の保全対象が立地する範囲を含む200ｍ程度の範囲とした。 

 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間を通行する主な交通ルートの沿道については、住居等

の保全対象が立地する２地点（調査地点１～２）で騒音レベル、交通量等の現地調査を実施し

た。工事事務所～蒲生仮設用地の間を通行する主な交通ルートの沿道については、住居等の保

全対象が立地する１地点（調査地点３）が評価書において「調査地点４」として記した調査地

点と同一であることから、既存資料調査として評価書に示した調査結果の整理及び解析を行っ

た。 

 既存資料及び現地調査の調査地点は、表 3.2-4及び図 3.2-1のとおりである。 

 

表 3.2-4 騒音調査地点（主要な交通ルート及びその周辺） 

調査内容 地点名 調査方法 所在地 

主要な交通

ルート及び

その周辺 

・道路交通

騒音 

・車種別交

通量 

・走行速度

① 現地調査 県道23号 宮城県多賀城市大代3-7-72地先 

② 現地調査 
塩釜港区臨港道路

東宮幹線 
宮城県宮城郡七ヶ浜町境山2-1地先 

③ 既存資料調査 
仙台港区臨港道路

蒲生幹線 
仙台市宮城野区蒲生1-5-1地先 

 

② 蒲生仮設用地及びその周辺 

 調査地域は、埋戻し土の仮置きにより騒音レベルの変化が想定される地域とし、蒲生仮設用

地から、蒲生干潟等の保全対象が立地する範囲を含む半径約500ｍの範囲とした。 

 現地調査の調査地点は、蒲生仮設用地中央付近の１地点（調査地点１）に加え、保全対象と

して蒲生仮設用地の東側敷地境界付近の１地点（調査地点２）についても現地調査を実施した。 

 既存資料及び現地調査の調査地点は、表 3.2-5及び図 3.2-1のとおりである。 

 

表 3.2-5 騒音調査地点（蒲生仮設用地及びその周辺） 

調査内容 地点名 調査方法 所在地 

蒲生仮設用

地 
・環境騒音 

１ 現地調査 
蒲生仮設用地 

中央付近 
仙台市宮城野区蒲生４丁目５－１ 

２ 現地調査 
蒲生仮設用地 

東側敷地境界 
仙台市宮城野区蒲生４丁目５－１ 
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図 3.2-1(1) 騒音の調査地点（主要な交通ルート及びその周辺） 
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図 3.2-1(2) 騒音の調査地点（蒲生仮設用地及びその周辺） 
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(4) 調査結果 

① 騒音レベル（道路交通騒音） 

 工事事務所等～七ヶ浜仮設用地等の間及び工事事務所等～蒲生仮設用地の間を通行する工事

用車両の主な交通ルート沿道における騒音の調査結果は表 3.2-6のとおりである。 

 工事用車両の主な通行ルート沿道における騒音レベル（LAeq）は昼間の時間帯で70～71dBであ

り、全ての調査地点で環境基準を超過した。道路交通騒音の要請限度は、全ての調査地点で下

回った。 

 

表 3.2-6 現地調査結果（道路交通騒音） 

調査地点 

（地点名又は路線名） 
用途地域 地域類型

時間の

区分 

騒音レベル(LAeq)

（dB） 

環境基準 

（dB） 

要請限度 

（dB） 

① 県道23号 準住居地域 Ｂ類型  70 65以下 75以下 

② 
塩釜港区臨港道路 

東宮幹線 

第一種住居地域

(南側)、工業地域

(北側) 

Ｂ類型

(南側)、

Ｃ類型

(北側) 

昼間 70 
60以下(南側) 

70以下(北側) 

70以下(南側)

75以下(北側)

③ 
仙台港区臨港道路 

蒲生幹線 

工業専用地域(北

側)、準工業地域

(南側) 

Ｃ類型 

(南側のみ)
 71 70以下 75以下 

注：１．「■」は環境基準を超過する箇所を示す。 

  ２．時間の区分は、昼間6:00～22:00、夜間22:00～6:00とする。 

  ３．環境基準は、「騒音に係る環境基準について」（平成10年環境庁告示第64号）に基づく幹線交通を担う道路に

近接する空間の環境基準を示す。 

  ４．要請限度は、「騒音規制法第17条第１項の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の限度を定める省令」

（平成12年総理府令第15号）に基づく自動車騒音の要請限度を示す。 

  ５．調査地点３は、評価書に記す調査結果を示す。 

  ６．騒音レベル(LAeq)の調査を実施した期間は、下表のとおり。 

予測地点 調査期間 

① 現地調査 2021年11月26日(金) 6:00 ～ 22:00 

② 現地調査 2021年11月26日(金) 6:00 ～ 22:00 

③ 既存資料調査 2016年11月16日(水) 7:00 ～ 22:00、17日(木) 6:00 ～ 7:00 

 

② 騒音レベル（蒲生仮設用地） 

 蒲生仮設用地の中央付近及び保全対象である蒲生干潟に近い蒲生仮設用地の東側敷地境界に

おける騒音の調査結果は表 3.2-7のとおりである。 

 蒲生仮設用地の中央付近における時間率騒音レベル（LA5）は、昼間の時間帯で55dBであり、

蒲生干潟等の保全対象に近い蒲生仮設用地の東側敷地境界付近における等価騒音レベル（LAeq）

は、昼間の時間帯で57dBであった。 
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表 3.2-7 騒音の現地調査結果（蒲生仮設用地） 

調査地点 

(地点名又は路線名) 
用途地域 

基準 

種別 

時間の

区分 

対象

項目

騒音 

レベル 

（dB） 

騒音規制法 

特定建設作業騒音 

に係る基準(dB) 

仙台市公害防止条例

指定建設作業に

伴う騒音の基準

(dB) 

１ 
蒲生仮設用地 

中央付近 
工業地域 

第２号

区域 
昼間 

LA5 55 85 80 

２ 
蒲生仮設用地 

東側敷地境界 
工業地域 LAeq 57 － － 

注：１．時間の区分は、昼間6:00～22:00とする。 

  ２．騒音規制法特定建設作業騒音に係る基準は、「特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準」(昭和43

年11月27日厚生省・建設省告示第1号）に定める基準を示す。 

  ３．仙台市公害防止条例指定建設作業に伴う騒音の基準は、「仙台市公害防止条例施行規則」（平成８年仙台市規則第

25号）に定める基準を示す。 

  ４．騒音レベル(LA5・LAeq)の調査を実施した期間は、2021年11月26日(金) 6:00 ～ 22:00である。 

 

③ 交通量等（車種別交通量、走行速度、道路構造等） 

 自動車交通量及び走行速度の調査結果は、表 3.2-8 のとおりである。 

 平日の自動車類合計台数は、調査地点１が 21,728 台/日と最も多く、調査地点２が 8,070 台/

日と最も少なかった。大型車混入率は、調査地点３が約 40％と最も高く、調査地点２が約 13％

と最も低かった。平均車速は、全ての調査地点で規制速度を１～３km/h 程度上回った。 

 道路構造の調査結果は、図 3.2-2 のとおりである。なお、調査地点３は評価書に示す「調査

地点４」と同一地点であり、道路断面は評価書に示すとおりである。 

 

表 3.2-8 自動車交通量及び走行速度の調査結果 

調査地点 

（路線名） 

大型車類 

（台/日） 

小型車類 

（台/日） 
自動車類

合計 

（台/日）

二輪車

（台/日）

大型車 

混入率 

（％） 

平均 

車速 

（km/h）

規制 

速度 

（km/h）大型車 中型車 
小型 

貨物車
乗用車

① 県道23号 3,212 1,646 1,911 14,959 21,728 128 22.4 53.4 50 

② 
塩釜港区臨港道路 

東宮幹線 
547 523 876 6,124 8,070 80 13.3 43.2 40 

③ 
仙台港区臨港道路 

蒲生幹線 
4,806 2,059 184 9,962 17,011 135 40.4 50.6 50 

注：１．自動車類合計＝大型車＋中型車＋小型貨物車＋乗用車 

  ２．大型車混入率＝(大型車＋中型車）／自動車類合計×100 

  ３．現況交通量の調査実施日時は、下表のとおり。 

予測地点 調査方法 調査実施日時 

① 現地調査 2021 年 11 月 26 日(金) 6:00 ～ 27 日(土) 6:00 

② 現地調査 2021 年 11 月 26 日(金) 6:00 ～ 27 日(土) 6:00 

③ 既存資料調査 2016 年 11 月 16 日(水) 7:00 ～ 17 日(木) 7:00 
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